
　

小
豆
の
主
産
地
、
北
海
道

で
の
現
状
だ
が
、
畑
作
農
家

の
経
営
規
模
別
農
家
比
率
の

推
移
を
見
る
と
、
北
海
道
の

農
家
は
大
規
模
経
営
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
近
年
は
以

前
に
も
ま
し
て
、
一
経
営
体

あ
た
り
の
規
模
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
農
業
を
担
う
方

が
減
り
、
ど
ん
ど
ん
農
地
が

集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
27
年

の
デ
ー
タ
で
は
30
ha
以
上
の

農
家
の
方
が
42
・
６
％
で
、

20
年
前
は
14
・
７
％
だ
っ
た
。

た
だ
、
面
積
だ
け
増
や
し
て

も
、
労
働
力
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
作
物
を
生
産
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
効
率
化

を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
畑
作
品
目
の
労

働
時
間
を
見
る
と
小
麦
が
低

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

比
較
的
粗
放
的
な
管
理
が
可

能
な
の
で
、
機
械
化
へ
の
栽

培
体
系
が
進
ん
で
い
る
か
ら

だ
。
農
家
が
規
模
拡
大
す
る

に
従
い
、
労
働
時
間
の
低
い

小
麦
の
作
付
け
が
増
え
て
い

る
。
逆
に
大
豆
や
ば
れ
い
し

ょ
、
て
ん
菜
は
小
麦
の
倍
以

上
の
労
働
時
間
が
か
か
る
。

さ
ら
に
小
豆
は
大
豆
の
倍
以

上
の
時
間
に
な
る
。
同
じ
豆

で
労
働
時
間
が
違
う
の
は
除

草
や
収
穫
作
業
な
ど
の
管
理

作
業
が
あ
る
。
大
豆
は
コ
ン

バ
イ
ン
で
の
収
穫
体
系
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
短
い
時
間

で
収
穫
で
き
る
。
小
豆
は
鞘

が
根
本
の
ほ
う
に
付
く
の

で
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
る
と

取
れ
ず
に
ロ
ス
が
大
き
く
な

る
。
こ
の
た
め
、
１
回
根
本

か
ら
カ
ッ
ト
し
た
後
に
豆
を

取
る
、
２
段
階
の
収
穫
作
業

が
主
流
な
の
で
労
働
時
間
が

か
か
る
。
こ
う
い
う
農
家
の

規
模
拡
大
と
各
品
目
の
労
働

時
間
の
実
体
が
あ
り
、
十
勝

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
畑
作
品
目

の
作
付
け
は
、
小
麦
の
割
合

が
増
え
て
い
る
。
病
害
虫
の

発
生
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
理

想
で
は
、
前
述
の
４
品
目
を

４
分
の
１
ず
つ
で
、
輪
作
体

系
を
構
築
す
る
の
が
適
切
だ

が
、
小
麦
が
多
作
に
な
っ
て

い
る
。
豆
類
で
は
小
豆
の
労

働
時
間
が
多
く
、
大
豆
に
は

固
定
払
い
の
補
助
金
も
あ

り
、
一
定
収
入
が
見
込
め
る

の
で
、
選
択
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
付
け
割
合
の
是
正
を

進
め
て
お
り
、
小
麦
か
ら
他

の
品
目
へ
の
転
換
を
図
り
、

適
正
な
輪
作
体
系
を
構
築
し

た
い
。
ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

で
豆
の
作
付
け
割
合
の
拡
大

も
図
り
た
い
。
北
海
道
で
小

豆
の
生
産
が
十
勝
一
辺
倒
で

は
、
何
か
あ
っ
た
時
、
供
給

で
き
な
く
な
る
。
リ
ス
ク
分

散
の
た
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で

生
産
拡
大
し
て
い
け
ば
、
安

定
供
給
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
出

て
く
る
。

〇
小
豆
の
生
産
拡
大
の
推
進

　

小
麦
か
ら
他
の
作
物
に
作

付
け
を
転
換
し
て
い
く
た

め
、
畑
作
構
造
転
換
事
業
で

各
種
支
援
を
し
て
い
る
。
小

豆
の
作
付
け
は
進
ま
な
い
状

況
な
の
で
、
省
力
化
栽
培
の

技
術
を
導
入
し
た
農
家
に

は
、
10
ａ
あ
た
り
４
２
０
０

円
支
援
す
る
。
そ
の
結
果
、

本
年
産
は
作
付
け
が
増
え

た
。
ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で

豆
の
量
を
増
や
し
て
欲
し
い

た
め
、
豆
の
調
整
施
設
が
整

備
さ
れ
た
。
今

後
は
そ
こ
を
拠

点
に
、
高
品
質

な
豆
の
供
給
の

取
り
組
み
を
進

め
る
。

　

産
地
と
実
需

者
と
の
結
び
つ

き
も
強
化
さ
せ

る
。
小
豆
を
安

定
的
に
農
家
に

生
産
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
一
定
の
収
入

が
見
込
め
て
、
長
期
的
に
続

く
状
況
・
環
境
に
し
な
い
と

作
付
け
に
選
択
さ
れ
な
い
。

事
前
に
価
格
を
決
め
た
契
約

栽
培
や
長
期
契
約
の
定
着

で
、
生
産
・
価
格
を
安
定
さ

せ
た
い
。
先
が
不
安
定
だ
と

補
助
金
の
あ
る
大
豆
に
流
れ

て
し
ま
う
。
小
豆
は
相
場
物

で
価
格
の
乱
高
下
が
あ
る
か

ら
、
少
し
前
ま
で
は
作
付
け

す
る
農
家
も
い
た
。
今
は
、

乱
高
下
に
一
喜
一
憂
す
る
よ

り
、
安
定
的
な
手
取
り
が
見

込
め
、
こ
れ
が
長
期
間
続
く

状
態
だ
と
作
付
け
し
や
す
い

と
聞
い
て
い
る
。
安
定
的
に

小
豆
を
使
っ
て
い
く
た
め

に
、
実
需
の
方
と
生
産
地
の

方
は
、
納
得
す
る
価
格
帯
で

長
期
間
、
取
引
を
進
め
て
い

く
。
実
需
者
の
方
は
一
定
の

価
格
で
安
定
的
に
複
数
年
間

調
達
で
き
て
、
農
家
の
方
も

安
定
し
た
収
入
が
見
込
め

る
。
両
者
が
い
い
形
で
結
び

付
く
と
小
豆
の
生
産
拡
大
に

つ
な
が
る
。

〇
水
田
で
の
高
収
益
作
物
導

入
の
推
進

　

米
の
消
費
量
が
減
り
、
水

田
が
余
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
た
め
主
食
用
米
か
ら
戦
略

作
物
の
飼
料
用
米
や
麦
、
大

豆
な
ど
他
の
作
物
に
転
換
す

る
こ
と
で
、
水
田
の
維
持
を

図
る
政
策
を
進
め
て
い
る
。

　

全
菓
連
で
は
９
月
27
日
、
浜
松
町
東
京
會
舘
で
令
和
元
年
度
事
務
局
連
絡
報
告
会
を

開
催
し
た
。
同
会
に
は
各
県
組
合
の
事
務
局
員
、
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
付
農
産
企

画
課
米
穀
需
給
班
上
松
指
導
官
、
同
穀
物
課
萱
野
雑
豆
係
、
全
農
米
穀
部
原
材
料
課
黒

田
調
査
役
、
株
式
会
社
神
明
ア
グ
リ
農
産
部
田
代
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協

同
組
合
連
合
会
農
産
課　

西
村
係
長
が
出
席
、
小
豆
及
び
加
工
用
米
な
ど
原
材
料
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
特
に
、
昨
年
不
足
し
た
小
豆
の
生
産
拡
大
の
た
め
、
4
千
2
百
円
／

10
ａ
を
支
援
を
行
う
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。（
２
、
３
面
に
関
連
記
事
）

全
菓
連
事
務
局
連
絡
報
告
会
を
開
催

小
豆
生
産
拡
大
の
た

め

4
千
2
百
円
／
10
ａ
を
支
援

ま
た
、
今
後
も
余
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
水
田
で
は
、
高
収

益
な
作
物
を
作
っ
て
も
ら

う
。
先
ず
野
菜
だ
が
、
地
域

で
は
小
豆
も
上
げ
ら
れ
る
。

た
だ
、
水
田
の
ま
ま
作
れ
な

い
の
で
、
畑
地
に
転
換
し
、

新
し
い
作
物
を
作
付
け
し
て

も
ら
う
。
補
助
の
内
容
は

年
々
充
実
し
て
い
る
。

　

ま
た
、小
豆
は
他
の
品
目
、

特
に
大
豆
に
比
べ
て
労
働
時

間
が
か
か
る
の
で
、
減
ら
す

試
験
研
究
を
進
め
て
い
る
。

実
需
者
に
使
っ
て
も
ら
え
る

新
品
種
、病
気
に
強
い
品
種
、

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
に
向
く
品

種
の
開
発
を
し
て
い
る
。
小

豆
は
根
の
方
に
鞘
が
付
く
の

「
豆
類
を
め
ぐ
る
事
情
に
つ
い
て
」

萱
野
穀
物
課
萱
野
雑
豆
係

で
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
が
し
に

く
い
。
こ
の
た
め
位
置
を
上

げ
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
で

き
る
形
に
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み

で
、
国
内
生
産
の
維
持
拡
大

を
進
め
、
需
要
を
満
た
せ
な

い
部
分
は
関
税
割
当
制
度
の

運
用
で
海
外
か
ら
必
要
量
を

調
達
し
、
安
定
的
に
小
豆
を

使
っ
て
も
ら
う
環
境
を
作
る
。

　

他
に
は
、
日
米
貿
易
協
定

が
最
終
妥
結
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
で
合
意
し
た
内
容
の
範
囲

内
で
ア
メ
リ
カ
と
も
合
意
し

た
。
小
豆
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
じ

合
意
内
容
な
の
で
、
国
内
生

産
に
影
響
を
与
え
る
内
容
に

な
っ
て
な
い
。

更
別
　
小
豆
　
エ
リ
モ

同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
お
客
様
を
は
じ
め
、
皆
様
に
差
し
上
げ
て
下
さ
い
。
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〇
小
豆
類
暦
年
消
費
実
績

（
見
込
）
小
豆
類

　

普
通
小
豆
と
大
納
言
小
豆

の
合
算
値
を
見
る
と
、
30
年

産
は
北
海
道
全
体
で
小
豆
類

１
万
９
千
１
ha
の
作
付
面

積
、
反
収
は
３
・
４
俵
で
、

平
年
４
・
２
俵
ぐ
ら
い
で
推

移
し
て
い
る
の
で
、
不
作
だ

っ
た
。
商
品
化
数
量
は
65
万

８
千
俵
と
過
去
を
見
て
も
少

な
く
、
繰
越
数
量
も
約
40
万

と
少
な
い
。
供
給
量
は
１
０

６
万
９
千
俵
で
、
供
給
力
が

絞
ら
れ
た
結
果
、
製
品
が
休

場
に
な
っ
た
り
、
輸
入
小
豆

に
代
え
た
こ
と
も
多
く
聞
い

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
年
間

消
費
は
76
万
９
千
俵
程
度
で

次
期
繰
り
越
し
数
量
、
す
な

わ
ち
今
年
の
10
月
か
ら
使
う

旧
穀
の
数
量
は
30
万
俵
程
度

に
な
り
、
過
去
10
年
間
で
も

本
当
に
少
な
い
量
だ
。
令
和

元
年
産
は
、
ホ
ク
レ
ン
の
推

算
値
だ
が
２
１
１
６
２
ha

で
、
昨
年
産
か
ら
比
べ
る
と

約
２
０
０
０
ha
増
え
て
い

る
。
反
収
も
４
・
６
俵
で
、

平
年
４
・
２
俵
と
比
べ
る
と

豊
作
に
な
る
。
結
果
、
前
期

繰
越
と
合
わ
せ
て
供
給
量
は

１
２
０
万
俵
程
度
で
、
年
間

消
費
が
昨
年
同
等
の
７
７
０

万
俵
程
度
と
考
え
る
と
繰
り

越
し
は
約
15
万
俵
増
え
る
。

　

本
年
産
の
大
納
言
だ
が
30

年
産
の
作
付
け
面
積
１
９
０

５
ha
か
ら
、
若
干
面
積
が
減

る
と
と
ら
え
て
い
る
。
小
豆

類
は
十
勝
産
が
北
海
道
産
の

７
割
弱
を
占
め
て
い
る
が
、

大
納
言
に
限
っ
て
は
旭
川
地

区
や
道
南
、
函
館
地
区
が
多

く
作
っ
て
い
る
。
小
豆
類
全

体
で
28
年
産
は
、
面
積
１
６

２
０
０
ha
で
過
去
最
低
を
記

録
し
た
が
、
そ
の
後
、
上
川

や
道
南
の
面
積
は
５
ha
程
度

し
か
増
え
て
い
な
い
。
ほ
と

ん
ど
十
勝
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

区
な
の
で
、
小
豆
類
全
体
の

面
積
が
増
え
た
が
、
大
納
言

は
令
和
２
年
産
以
降
、
作
付

け
拡
大
推
進
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
普
通
小
豆
は
平
成

30
年
産
か
ら
、
令
和
元
年
産

　

（
１
面
よ
り
続
く
）

は
２
０
０
０
ha
増
え
て
い
る

の
で
、
こ
の
ま
ま
の
作
柄
な

ら
、
安
心
で
あ
ろ
う
。

〇
北
海
道
農
政
局
の
農
作
物

の
生
育
状
況
（
９
月
15
日
現

在
）

　

本
年
、
小
豆
は
㎡
当
た
り

〇
Ｍ
Ａ
米
の
販
売
状
況

　

Ｍ
Ａ
米
は
、
加
工
用
、
飼

料
用
、
食
料
援
助
用
が
あ
る
。

最
近
は
飼
料
用
と
加
工
用
を

中
心
と
し
て
毎
年
77
万
㌧
を

輸
入
し
て
い
る
が
、
輸
入
さ

れ
た
程
度
を
販
売
し
て
い
る
。

○
政
府
所
有
の
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
の
成
約
価
格
（
加

重
平
均
）
の
推
移

　

こ
こ
１
年
間
う
る
ち
米
は

右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い

る
。
31
年
１
月
～
３
月
期
の

次
の
期
は
、
前
期
並
み
に
推

移
し
て
お
り
、
11
万
２
５
０

０
円
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

も
ち
米
は
、
タ
イ
産
も
ち
米

が
干
ば
つ
に
よ
る
不
作
が
あ

り
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
が
高
騰
し
た
影

響
に
よ
り
、
31
年
４
月
以
降

は
12
万
４
千
円
程
度
の
高
値

で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

〇
主
食
用
米

　

今
年
６
月
末
の
在
庫
量
は

１
８
９
万
㌧
で
、
在
庫
が
２

０
０
～
２
１
０
万
㌧
を
越
え

る
と
米
価
が
下
が
る
傾
向
が

あ
る
の
で
、
適
正
な
在
庫
量

「
原
材
料
米
穀
を

と
り
ま
く
動
向
」

全
農
米
穀
部
原
材

料
課
黒
田
調
査
役

だ
と
考
え
て
い
る
。
令
和
元

年
産
の
主
食
用
米
の
生
産
量

は
、
７
１
８
～
７
２
６
万
㌧

を
仮
置
き
し
、
需
要
量
を
昨

年
の
７
３
４
万
㌧
と
し
て
計

算
す
る
と
、
令
和
２
年
６
月

末
の
民
間
在
庫
量
は
１
８
０

～
１
８
８
万
㌧
に
な
る
と
７

月
の
需
給
見
通
し
が
出
さ
れ

て
い
る
。

〇
水
田
活
用
米
穀

　

令
和
元
年
産
の
主
食
用
米

は
前
年
並
み
の
県
数
が
多

く
、
全
体
と
し
て
昨
年
か
ら

微
減
と
推
測
し
て
い
る
。
戦

略
作
物
等
で
は
、
備
蓄
米
と

新
市
場
開
拓
用
米
は
増
加
傾

は
数
字
が
落
ち
る
と
思
わ
れ

る
。
弊
社
の
取
扱
い
数
量
も

前
年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ

る
。

・
需
要
動
向

　

主
食
用
米
が
高
値
維
持
し

て
い
る
た
め
、
冷
凍
食
品
市

場
は
原
料
安
定
供
給
の
た

め
、
加
工
用
米
の
需
要
が
あ

り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。

・
複
数
年
契
約

　

安
定
生
産
の
為
に
は
、
複

数
年
契
約
を
行
い
、
生
産
者

へ
必
要
な
加
工
用
米
の
数
量

を
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
各
需
要
者

向
に
あ
り
、
飼
料
用
米
・
加

工
用
米
は
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。
戦
略
作
物
全
体
は
、
大

幅
に
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。
備
蓄
米
20
万
９
千
㌧
の

買
い
入
れ
枠
に
対
し
、
落
札

数
量
が
18
万
５
千
㌧
で
、
昨

年
に
比
べ
て
６
万
２
千
㌧
増

加
し
、
水
田
活
用
米
穀
で
最

も
数
字
が
増
え
た
の
は
備
蓄

米
で
、
減
少
し
た
の
が
加
工

用
米
で
あ
る
状
況
と
考
え
る
。

〇
加
工
用
米

・
生
産
動
向

　

30
年
産
加
工
用
の
も
ち
米

と
う
る
ち
米
を
含
め
て
27
万

４
千
㌧
あ
っ
た
。
元
年
産
で

向
け
に
加
工
用
米
の
購
入
希

望
調
査
を
行
い
、
令
和
２
年

産
を
中
心
に
３
年
産
、
４
年

産
の
加
工
用
米
も
合
わ
せ
て

推
進
し
て
い
く
。

〇
も
ち
米

・
30
年
産
米
生
産
動
向

　

30
年
産
は
17
万
３
千
㌧
が

も
ち
米
検
査
実
績
で
あ
る
。

29
年
産
は
同
時
期
に
21
万
３

千
㌧
、
28
年
度
産
は
23
万
９

千
㌧
。
28
年
度
産
は
過
剰
で

生
産
抑
制
を
図
っ
た
が
、
30

年
産
は
作
付
け
が
減
っ
た
上

に
北
海
道
、
新
潟
の
作
柄
が

悪
か
っ
た
等
が
あ
り
、
検
査

実
績
が
少
な
か
っ
た
。
昨
年

よ
り
４
万
㌧
減
少
す
る
と
、

需
給
は
締
ま
る
。
加
工
用
米

の
実
績
は
、
認
定
数
量
は
５

万
５
千
㌧
で
、
前
年
比
９
千

㌧
以
上
の
減
産
と
な
っ
て
い

る
。
加
工
用
も
ち
米
は
30
年

産
ま
で
は
右
肩
上
が
り
で
上

が
っ
て
い
た
が
、
30
年
産
で

減
少
し
た
。
元
年
産
も
横
ば

い
か
減
少
と
み
て
い
る
。

・
令
和
元
年
産
契
約
栽
培
実

施
状
況

　

も
ち
米
を
安
定
供
給
す
る

た
め
に
契
約
栽
培
を
し
て
い

る
が
、
本
年
６
月
中
旬
に
元

年
産
か
ら
３
年
産
の
契
約
栽

培
の
提
示
を
し
た
。
も
ち
米

３
３
０
本
の
着
莢
着
き
で
、

平
年
か
ら
比
べ
る
と
少
な

い
。
生
育
は
成
熟
期
で
平
年

比
遅
２
と
や
や
遅
れ
て
い

る
。
北
海
道
各
地
の
生
育
・

作
業
の
遅
速
は
石
狩
、道
東
、

道
南
は
平
年
通
り
か
早
１

日
、上
川
は
遅
１
日
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
は
早
３

日
、十
勝
は
遅
３
日
。

ま
た
、
９
月
17
日
、

十
勝
の
更
別
町
の
エ

リ
モ
と
芽
室
町
の
き

た
ろ
ま
ん
の
圃
場
に

行
っ
た
。
９
月
17
日

で
も
畑
は
青
く
、
遅

れ
て
い
る
。
エ
リ
モ

は
若
干
、
葉
の
黄
変

が
進
ん
で
い
る
が
緑

の
莢
が
多
く
、
茎
の

部
分
が
ま
だ
青
い
。

莢
も
下
の
方
は
茶
色

く
、
成
熟
に
あ
る
程

度
向
か
っ
て
い
る

が
、
中
段
か
ら
上
は
ま
だ
青

い
。
９
月
27
日
で
も
ま
だ
青

い
畑
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

昨
日
、
旭
川
で
初
霜
が
降
り

た
。
茶
色
い
完
熟
莢
で
あ
れ

ば
霜
が
降
り
て
も
大
丈
夫
だ

が
、青
い
と
水
分
値
が
高
く
、

外
の
莢
の
殻
と
中
が
密
着
し

て
い
る
の
で
、
腐
っ
て
減
収

に
つ
な
が
る
。
生
育
が
若
干

遅
れ
て
い
る
の
で
心
配
だ

が
、
霜
が
降
り
な
け
れ
ば
豊

作
基
調
に
な
る
。

　

き
た
ろ
ま
ん
は
だ
い
ぶ
葉

落
ち
も
進
み
、
ほ
ぼ
完
熟
し

て
い
る
。
十
勝
で
も
よ
う
や

く
収
穫
が
は
じ
ま
り
、
今
朝

の
段
階
で
１
千
～
２
千
俵
収

穫
だ
。
十
勝
よ
り
生
育
の
早

い
、
上
川
や
石
狩
な
ど
の
地

区
で
も
収
穫
は
は
じ
ま
っ
て

い
る
が
、
台
風
や
断
続
的
な

降
雨
で
遅
れ
て
い
る
。

　

全
国
の
主
食
用
米
の
作
付

「
加
工
用
米
等
を
め

ぐ
る
事
情
に
つ
い

て
」
農
林
水
産
省

政
策
統
括
官
付
農

産
企
画
課
米
穀
需

給
班
上
松
指
導
官

の
検
査
実
績
が
示
す
通
り

で
、
提
示
数
字
に
伴
い
申
込

も
頂
き
、
成
約
率
が
高
か
っ

た
。
提
示
の
他
、
現
時
点
で

元
年
産
の
契
約
が
５
万
８
千

㌧
、
２
年
産
が
５
万
㌧
、
３

年
産
は
４
万
６
千
㌧
が
契
約

済
み
で
あ
る
。
今
後
は
全
量

を
売
っ
て
い
な
い
の
で
、
例

年
通
り
、
年
間
契
約
や
ス
ポ

ッ
ト
契
約
で
集
荷
に
対
し
て

余
剰
分
を
販
売
し
て
い
く
。

年
間
契
約
は
年
２
回
、
10
月

と
11
月
に
す
る
。
昨
年
は
北

海
道
の
不
作
が
あ
り
年
間
契

約
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
10
月
中
旬
に
提
示
を
行

い
た
い
。

・
令
和
元
年
産
も
ち
米
生
育

状
況

　

８
月
15
日
現
在
で
は
や
や

良
が
多
か
っ
た
が
、
九
州
や

関
東
特
に
佐
賀
の
水
害
、
天

候
の
日
照
次
第
で
、
水
稲
の

生
育
や
収
量
の
影
響
が
ど
う

で
る
か
を
注
目
し
て
い
る
。

面
積
は
概
ね
29
年
と
同
水
準

の
１
３
８
・
６
万
ha
で
、
戦

略
作
物
の
飼
料
用
米
と
備
蓄

米
の
作
付
面
積
が
減
少
す
る

一
方
、
新
市
場
開
拓
米
い
わ

ゆ
る
輸
出
用
米
が
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
他
の
戦
略
作
物

は
前
年
並
み
に
な
っ
て
い

る
。
戦
略
作
物
等
作
付
面
積

が
若
干
減
少
し
、
主
食
用
米

が
若
干
増
加
し
て
い
る
。

〇
相
対
取
引
価
格
の
推
移

　

令
和
元
年
８
月
の
相
対
取

引
価
格
は
、
全
銘
柄
平
均
で

１
５
、
７
０
６
円
／
60
㎏
に

な
り
、
年
間
平
均
価
格
は
前

年
産
＋
91
円
で
、
29
、
30
年

産
と
価
格
は
安
定
し
て
い

る
。
元
年
産
に
つ
い
て
は
、

概
算
金
が
生
じ
て
横
ば
い
ま

た
は
若
干
の
上
昇
と
聞
い
て

い
る
。

〇
特
定
米
穀
の
販
売
価
格
の

推
移

北
海
道
産
豆
類
の
需
給
環
境
に
つ
い
て

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
農
産
課 

西
村
係
長

　

平
成
30
年
産
で
は
特
定
米

穀
の
発
生
量
が
多
か
っ
た
こ

と
や
、
平
成
29
年
産
の
在
庫

が
潤
沢
に
あ
り
、
価
格
が
下

落
し
、
加
工
原
材
料
用
と
し

て
の
使
用
量
が
増
加
し
て
い

る
模
様
で
あ
る
。
主
食
用
米

の
価
格
が
若
干
上
昇
す
る
な

か
で
、
ふ
る
い
下
米
の
価
格

が
下
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

〇
令
和
元
年
７
月
か
ら
令
和

２
年
６
月
ま
で
の
主
食
用
米

等
の
需
要
見
通
し

　

７
月
の
基
本
指
針
と
し
て

令
和
元
年
６
月
末
民
間
在
庫

量
を
１
８
９
万
ト
ン
、
令
和

元
年
７
月
か
ら
令
和
２
年
６

月
ま
で
の
主
食
用
米
の
需
要

量
を
７
２
６
万
ト
ン
示
し
た
。

〇
令
和
元
年
産
米
の
作
付
意

向
　

令
和
元
年
６
月
末
時
点
で

は
、
主
食
用
米
は
前
年
実
績

か
ら
微
減
、
飼
料
用
米
・
加

工
用
米
は
対
前
年
で
減
少
傾

向
、
備
蓄
米
は
増
加
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。
主
食
用
米
の

作
付
面
積
が
微
減
、
備
蓄
米

の
作
付
面
積
が
大
幅
な
増
加

す
る
一
方
、
飼
料
用
米
・
加

工
用
米
が
減
少
傾
向
な
の

は
、
９
月
15
日
現
在
も
変
わ

っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

〇
令
和
元
年
産
水
稲
の
作
柄

概
要

　

８
月
15
日
現
在
の
状
況

は
、
早
場
地
帯
の
作
柄
は
、

北
海
道
・
東
北
・
北
陸
は
や

や
良
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
は

平
年
並
み
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
８
月
15
日
以
降
の

日
照
不
足
の
天
候
要
因
で
良

く
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
結
構

あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
昨
年

98
の
作
況
に
対
し
、
今
年
は

も
っ
と
増
え
な
い
か
気
に
し

て
い
る
。

〇
主
食
用
米
・
国
に
よ
る
30

年
産
か
ら
２
年
に
お
け
る
産

需
給
見
通
し

　

30
年
産
は
全
国
作
況
98

で
、
東
北
と
北
海
道
の
主
産

「
株
式
会
社
神
明

よ
り
の
説
明
」
株

式
会
社
神
明
ア
グ

リ
農
産
部
田
代
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー

地
の
作
柄
が
良
く
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
不
作
で
あ
っ
た

が
、
需
要
量
が
７
３
４
万
㌧

で
あ
り
、
需
給
的
に
は
お
お

む
ね
均
衡
し
て
い
る
。
令
和

元
年
か
ら
２
年
に
向
け
て
、

元
年
産
の
生
産
量
の
試
算
で

は
７
１
８
～
７
２
６
万
㌧

で
、需
要
量
は
８
万
㌧
減
り
、

７
２
６
万
㌧
の
試
算
で
あ
る
。

（
３
面
に
続
く
）

小豆類暦年消費実績（見込）
ホクレン東京支店推算�

単位：ha､千俵（反収は俵）

年産 作付
面積 反収 生産量 商品化

数量 繰越 供給量 年間
消費

次期
繰越

20年産 23,400 4.4 1,022 972 595 1,567 963 605
21年産 23,500 3.3 778 772 605 1,376 939 438
22年産 23,200 3.5 812 878 438 1,316 897 419
23年産 23,800 3.8 900 904 419 1,323 890 433
24年産 24,400 4.3 1,050 1,024 433 1,456 909 548
25年産 26,200 4.1 1,062 1,089 548 1,637 938 699
26年産 26,300 4.6 1,202 1,137 699 1,836 865 971
27年産 21,900 4.5 992 959 971 1,930 950 980
28年産 16,200 2.8 452 437 980 1,417 948 469
29年産 17,900 4.7 844 802 469 1,271 861 411
30年産 19,100 3.4 653 658 411 1,069 769 300
１年産 21,162 4.6 975 927 300 1,226 769 457
※20年産～30年産面積・反収・生産量は農林水産省統計部発表値、
　その他はホクレン推算。

菓 子 工 業 新 聞 令和元年10月15日第967号 （２）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



〇
令
和
元
年
６
月
末
現
在
・

各
都
道
府
県
の
作
付
意
向

　

元
年
産
の
生
産
量
は
、
主

食
用
米
の
作
付
面
積
が
ど
の

よ
う
に
推
移
し
た
の
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
元
年
産
の

水
田
活
用
米
穀
は
、
６
月
末

時
点
で
食
用
米
は
前
年
並
み

が
32
県
、
減
少
傾
向
が
15
県
、

増
加
県
は
ゼ
ロ
で
、
概
ね
前

年
並
み
か
微
減
傾
向
で
あ

る
。
戦
略
作
物
で
は
、
備
蓄

米
が
31
県
増
に
対
し
、
加
工

用
米
は
減
少
傾
向
25
県
、
飼

料
用
米
は
減
少
傾
向
36
県
で

推
移
し
て
い
る
。

〇
水
田
活
用
米
穀
の
取
り
組

み
状
況

　

29
年
度
産
か
ら
元
年
産
ま

で
の
取
り
組
み
実
績
で
は
、

備
蓄
米
は
国
に
よ
る
買
い
入

れ
価
格
の
大
幅
上
昇
も
あ
る

が
、
結
果
は
20
万
９
千
㌧
の

枠
に
対
し
18
万
５
千
㌧
の
落

　

全
菓
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
９
月
11
日
（
水
）
に
神

戸
市
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
内

各
県
よ
り
27
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
、
開
催
県
兵
庫
県

菓
子
工
業
組
合
井
上
理
事
長

の
歓
迎
の
挨
拶
、
全
菓
連
野

村
副
理
事
長
（
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
長
）
と
全
菓
連
齊
藤
理
事

長
の
挨
拶
、
出
席
者
紹
介
の

札
で
１
０
０
％
の
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。加
工
用
米
、

飼
料
用
米
は
、
ど
ち
ら
も
減

少
傾
向
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

〇
元
年
産
の
水
田
活
用
米
穀

の
取
り
組
み
状
況
及
び
考
察

　

備
蓄
米
は
、
買
い
入
れ
価

格
の
大
幅
増
に
よ
り
、
昨
年

よ
り
取
組
数
量
は
増
え
た

が
、
全
量
落
札
に
至
ら
な
か

っ
た
。

　

加
工
用
米
は
、
備
蓄
米
の

買
い
入
れ
価
格
の
上
昇
に
よ

り
、
大
幅
な
変
更
、
不
足
感

が
出
る
と
考
え
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
数
量
を
多
く
扱
う

大
手
酒
造
を
中
心
に
在
庫
量

が
あ
り
、
買
い
が
限
定
的
に

な
っ
た
の
を
主
因
に
取
組
数

量
は
減
っ
た
が
不
足
感
は
無

か
っ
た
結
果
に
な
っ
た
。

　

飼
料
用
米
は
、
備
蓄
米
が

増
え
た
こ
と
に
対
し
一
番
影

響
を
受
け
た
。私
見
だ
が
、飼

料
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
販
売

後
に
議
事
に
入
り
、
先
ず
全

菓
連
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、

次
に
各
県
か
ら
前
年
度
の
活

動
実
績
と
今
後
の
予
定
・
課

題
等
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

大
阪
府
か
ら
は
、
50
周
年

記
念
誌
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
完
成
し
た
こ
と
、

食
品
表
示
や
働
き
方
改
革
の

講
習
会
を
実
施
て
お
り
、
Ｇ

20
、
ラ
ク
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

が
、
30
年
か
ら
元
年
産
に
か

け
て
２
割
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
と
感
じ
る
。
27
産
年
以
降

４
年
連
続
、
主
食
米
価
高
騰

の
流
れ
の
中
で
、
生
産
者
側

の
価
格
の
期
待
感
か
ら
か
、

制
度
米
へ
の
取
組
意
欲
は
、

当
初
考
え
た
よ
り
低
く
推
移

し
た
と
考
え
る
。
６
月
末
ま

で
の
取
り
ま
と
め
期
間
で
あ

る
が
、
今
年
は
９
月
２
日
ま

で
期
間
を
延
長
し
た
こ
と

は
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積

の
減
少
が
限
定
的
に
な
っ
た

こ
と
の
現
れ
と
考
え
て
い
る
。

〇
今
後
の
見
通
し

　

30
年
産
が
不
作
だ
っ
た
な

か
で
需
給
が
均
衡
し
、
元
年

産
は
主
食
作
付
面
積
減
少
率

が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
西

日
本
の
作
柄
が
良
く
な
い
話

は
聞
い
て
い
る
が
、
新
潟
か

ら
福
島
以
北
の
作
柄
は
、
品

質
は
別
に
し
て
、
量
的
に
は

豊
作
基
調
が
聞
こ
え
て
く

る
。そ
れ
ら
を
加
味
す
る
と
、

カ
ッ
プ
、
２
０
２
５
年
の
大

阪
万
博
と
大
型
行
事
が
相
次

い
で
開
催
さ
れ
て
明
る
い
未

来
が
見
え
て
き
た
こ
と
の
紹

介
が
あ
っ
た
。

　

京
都
府
か
ら
は
、
軽
減
税

率
、
食
品
衛
生
、
表
示
、
栄

養
成
分
表
示
等
の
講
習
会
を

開
催
し
た
ほ
か
今
年
７
月
に

は
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
菓

子
関
連
企
業
の
説
明
会
を
開

催
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

奈
良
県
か
ら
は
事
務
所
を
移

転
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

中
長
期
的
に
は
需
給
が
緩
む

の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。
仮

に
そ
う
な
れ
ば
、
令
和
２
年

産
に
向
け
て
、
主
食
用
米
の

作
付
抑
制
の
為
に
、
水
田
活

用
米
穀
に
取
組
む
機
運
が
全

体
的
に
高
ま
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
る
。
原
材
料
価
格
の

乱
高
下
を
過
去
５
年
位
繰
り

返
し
た
が
、
そ
れ
を
避
け
る

た
め
に
、
産
地
と
ユ
ー
ザ
ー

の
間
で
歩
み
寄
る
形
で
の
安

定
価
格
で
、
複
数
年
契
約
へ

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る
と

感
じ
て
い
る
。

〇
も
ち
米
に
つ
い
て

　

主
食
用
米
は
29
年
か
ら
30

年
産
で
作
付
け
が
減
り
、
単

価
が
上
昇
し
た
が
、
う
る
ち

米
の
米
価
高
騰
を
受
け
、
生

産
者
か
ら
す
れ
ば
１
反
当
り

の
収
益
性
が
見
劣
り
す
る
部

分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
結

果
と
思
う
。
元
年
産
の
作
付

も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
元
年
産
の

　

和
歌
山
県
か
ら
は
組
合
員

の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
こ

と
、
総
会
に
合
わ
せ
て
軽
減

税
率
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
説
明

会
を
開
催
し
た
こ
と
、
今
年

の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

各
支
部
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

滋
賀
県
か
ら
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
や
原
産
地
、
栄
養
計
算

ソ
フ
ト
の
ほ
か
軽
減
税
率
や

ポ
イ
ン
ト
還
元
等
の
研
修
も

行
っ
て
い
る
こ
と
「
湖
の
餅 

ｔ
ａ
ｅ
」
の
共
同
販
売
に
続

も
ち
米
に
つ
い
て
は
、
市
場

の
予
想
は
高
騰
し
て
い
る
。

令
和
２
年
産
の
作
付
け
は
、

今
ま
で
流
れ
を
み
る
の
で
あ

れ
ば
、
面
積
が
増
え
て
く
る

と
感
じ
る
。
一
方
、
最
近
で

は
一
俵
の
単
価
を
み
る
の
で

は
な
く
、
経
営
感
覚
の
あ
る

生
産
者
ほ
ど
一
反
あ
た
り
の

収
益
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
も
ち
米
は

総
じ
て
反
当
り
の
収
量
が
、

う
る
ち
米
で
は
多
収
穫
米
が

浸
透
し
て
い
る
が
、
一
反
あ

た
り
の
収
益
に
よ
る
と
一
俵

あ
た
り
の
単
価
が
高
く
て
も

見
劣
り
す
る
考
え
た
方
が
ど

こ
ま
で
定
着
し
て
い
る
か
で

あ
る
。
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
あ
た
り
の
考
え
が
ど
れ

だ
け
浸
透
し
て
い
る
か
に
よ

り
、
米
価
が
高
く
な
っ
て
も

増
え
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

加
工
用
米
は
、
主
食
用
う

き
「
ｔ
ａ
ｅ
」
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
、
高
齢
化
と
後
継
者
難
か

ら
会
員
の
減
少
が
進
ん
で
い

る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

兵
庫
県
か
ら
は
、
会
員
減

少
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
軽
減
税
率
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
策
の
講
習

会
開
催
、
姫
路
開
始
ま
つ
り

の
開
催
等
を
行
っ
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
、
今
年
度
は
、

こ
れ
に
加
え
て
神
戸
菓
子
ま

つ
り
の
開
催
も
計
画
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

る
ち
米
の
高
騰
を
受
け
て
収

益
面
を
考
慮
し
、
取
組
数
量

は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
も
ち
米
は
代
替
が
利

か
な
い
の
で
、
量
的
安
定
を

求
め
る
声
が
大
き
く
当
社
で

も
近
年
は
、
価
格
固
定
の
複

数
年
契
約
を
取
組
事
例
と
し

て
増
え
て
き
て
い
る
。

質
問
・
水
田
の
他
の
作
物
の

転
換
で
、
大
豆
は
戦
略
作
物

だ
が
、
小
豆
は
検
討
し
て
く

れ
る
の
か
。

農
水
省
・
戦
略
作
物
は
水
田

で
作
付
け
で
き
て
、
自
給
率

向
上
に
寄
与
す
る
作
物
に
助

成
す
る
考
え
方
だ
。
こ
の
要

件
か
ら
小
豆
は
難
し
い
。
余

っ
て
い
る
水
田
は
、
先
ず
畑

地
に
し
、
野
菜
や
小
豆
、
落

花
生
な
ど
高
収
益
の
作
物
を

作
っ
て
欲
し
い
。
た
だ
、
大

豆
、
麦
は
作
付
け
拡
大
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
を
す
る
と
作

質
疑
応
答

　

各
県
か
ら
の
報
告
の
後

は
、
全
菓
連
へ
の
要
望
事
項

が
議
論
さ
れ
、
後
継
者
不
足

の
中
で
業
界
の
Ｐ
Ｒ
を
や
っ

て
く
べ
き
と
思
う
が
和
菓
子

甲
子
園
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
の
場

に
使
え
な
い
か
、
和
菓
子
甲

子
園
を
和
菓
子
に
限
ら
ず
対

象
を
広
げ
る
こ
と
も
検
討
で

き
る
の
で
は
な
い
か
、
全
菓

連
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
な

い
か
、
の
れ
ん
を
引
き
継
い

で
く
れ
る
職
人
が
居
る
と
良

い
の
だ
が
全
菓
連
で
手
助
け

し
て
も
ら
え
な
い
か
、
全
国

る
ほ
ど
財
政
負
担
が
増
え

る
。
こ
の
た
め
安
定
的
な
一

定
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い

る
高
収
益
の
作
物
を
拡
大

し
、
補
助
金
無
し
で
も
農
家

の
収
入
が
見
込
め
る
作
物
の

拡
大
を
進
め
た
い
。

質
問
・
統
計
を
見
る
と
水
田

の
小
豆
生
産
は
あ
る
が
。

農
水
省
・
あ
る
こ
と
は
あ
る

が
、
水
田
の
ま
ま
で
小
豆
を

作
る
と
生
産
に
無
駄
な
面
が

あ
る
。
１
回
畑
に
変
換
す
れ

ば
、
収
量
的
に
安
定
し
て
い

く
形
で
小
豆
生
産
が
で
き
る
。

質
問
・
畑
地
転
換
は
農
家
も

大
変
で
、
そ
れ
を
条
件
に
す

る
と
難
し
い
の
で
大
豆
と
同

じ
よ
う
に
水
田
の
ま
ま
で
も

小
豆
が
作
れ
る
よ
う
な
技
術

開
発
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問
・
需
要
側
の
方
に
対
し

て
、
生
産
地
の
方
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
を
す
れ
ば
た
く
さ

ん
作
れ
る
と
い
う
助
言
は
あ

る
か
。

ホ
ク
レ
ン
・
生
産
者
の
個
数

が
減
り
、
１
戸
あ
た
り
の
面

積
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
麦
や
大
豆
な
ど
が
作
ら

れ
て
い
る
。
小
豆
は
草
取
り

な
ど
も
あ
る
が
、
昔
か
ら
相

場
品
の
側
面
も
あ
る
。
昔
の

生
産
者
は
そ
う
い
う
の
が
好

き
で
高
く
売
る
人
も
い
た
。

今
の
経
営
者
は
広
く
な
っ
た

　

（
２
面
よ
り
続
く
）

面
積
に
ど
う
自
分
の
労
働
力

を
配
分
し
、
農
作
業
を
終
え

る
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
植
え
た
ら
、
一
年
間
の
収

入
が
こ
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と

い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。

そ
の
際
、
作
っ
た
の
は
い
い

が
、
平
年
作
以
上
採
れ
た
と

し
て
も
赤
字
に
な
る
よ
う
な

作
物
は
敬
遠
さ
れ
て
き
て
い

る
。
生
産
者
の
方
は
、
高
値

で
は
な
く
て
い
い
か
ら
安
定

し
た
商
売
を
し
て
欲
し
い
と

聞
い
て
い
る
。
契
約
栽
培
な

ど
を
進
め
、
実
需
者
は
底
値

で
買
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
毎
年
、
５
年
、
10
年
後

も
北
海
道
の
小
豆
を
応
援
し

て
あ
げ
ら
れ
る
仕
組
み
作
り

を
考
え
た
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

菓
子
大
博
覧
会
に
つ
い
て
２

０
２
５
年
の
大
阪
万
博
の
中

で
関
連
付
け
て
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
、
姫
路
の
全
菓
博
で

は
熊
本
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

て
助
か
っ
た
が
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
は
プ
ロ
の
力
も
必
要

と
い
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
次
期
ブ
ロ
ッ

ク
会
開
催
県
に
つ
い
て
は
滋

賀
県
と
決
定
さ
れ
た
。

　

会
議
終
了
後
、
会
場
を
別

室
に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
終
了

し
た
。

質
問
・
Ｍ
Ａ
米
と
国
産
米
と

の
兼
ね
合
い
の
な
か
で
、
需

要
対
応
に
臨
ん
で
い
る
の

か
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
設
定
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
教
え
て

ほ
し
い
。

農
水
省・
Ｍ
Ａ
米
の
価
格
は
、

現
地
の
Ｆ
Ｏ
Ｂ
価
格
の
振
れ

と
為
替
レ
ー
ト
を
考
慮
し
て

買
い
入
れ
価
格
を
決
め
、
売

る
時
に
は
、
他
の
米
の
市
場

価
格
を
考
慮
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
価
格
の
上

昇
が
続
く
こ
と
が
な
い
こ
と

を
願
っ
て
い
る
が
、
特
別
に

今
ま
で
の
算
定
方
法
を
や
め

る
の
は
難
し
い
。

質
問
・
加
工
用
米
の
生
産
抑

制
で
は
な
く
、
生
産
拡
大
し

て
い
け
る
方
向
で
ど
の
よ
う

な
取
組
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

全
農・
生
産
者
団
体
と
し
て
、

生
産
者
の
手
取
り
第
一
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
需
要
者
の

低
価
格
米
の
要
望
が
あ
る
の

で
、
同
じ
面
積
の
中
で
多
収

が
で
き
る
米
に
取
組
ん
で
い

る
。
た
だ
し
数
字
的
に
は
小

さ
い
の
で
、
今
後
拡
大
を
し

て
行
き
た
い
。
ま
た
、
水
田

の
維
持
が
あ
り
、
当
該
生
産

者
の
水
田
面
積
を
維
持
し
つ

つ
、
手
取
り
を
ど
う
拡
大
さ

せ
る
の
か
の
中
で
、
加
工
用

米
の
需
要
が
あ
る
。
生
産
者

の
手
取
り
維
持
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
多
収

を
拡
大
さ
せ
て
い
く
点
と
、

複
数
年
で
需
要
に
応
じ
た
生

産
を
徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
問
・
需
要
量
主
体
の
観
点

か
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
を
望

ま
れ
る
の
か
。

神
明
・
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
需
要
が
増
え
れ
ば
米
価

が
上
が
り
、
供
給
が
増
え
れ

ば
米
価
が
下
が
る
こ
と
を
繰

り
返
し
た
。
相
場
の
中
で
は

な
く
、
多
収
の
米
を
使
い
、

一
反
あ
た
り
い
く
ら
の
収
益

が
見
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
だ
け
の
販
売
単
価
が
実

現
で
き
て
そ
れ
を
生
産
者
と

ユ
ー
ザ
ー
側
が
合
意
し
た
な

か
で
、
当
社
も
契
約
栽
培
を

取
組
む
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
グ
リ

と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
生
産
者
は
平
均
年
齢
が

70
歳
を
超
え
、
年
々
減
っ
て

い
る
。
大
型
の
生
産
者
に
田

が
預
け
ら
れ
て
、
大
型
の
生

産
法
人
が
毎
年
取
組
の
面
積

が
増
え
て
い
る
。
生
産
者
か

ら
す
れ
ば
、
面
積
が
増
え
る

と
手
間
が
か
け
ら
れ
な
く
な

る
。
増
え
た
分
収
益
が
増
え

れ
ば
理
想
的
だ
が
、
現
実
的

に
は
手
間
が
か
け
ら
れ
な
く

な
り
、
収
量
が
落
ち
て
収
益

性
が
落
ち
る
。
こ
の
現
状
に

対
し
、
ド
ロ
ー
ン
や
水
田
セ

ン
サ
ー
等
、
先
端
技
術
を
使

っ
て
生
産
者
に
対
し
省
力
化

を
図
り
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
や

収
量
性
が
上
が
る
よ
う
な
仕

組
み
を
す
る
。
コ
ス
ト
を
か

け
て
、
福
島
の
補
助
金
を
使

い
な
が
ら
も
取
組
ん
で
い

る
。
ま
だ
試
験
中
だ
が
、
コ

メ
の
価
格
を
抑
え
、
使
い
や

す
い
価
格
で
の
原
料
供
給
に

つ
な
が
る
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

組
合
員
数
の
減
少
対
策
や
全
菓
博
等
を
議
論

　

９
月
９
日
の
台
風
15
号
に

よ
る
組
合
員
の
被
害
は
、
10

月
11
日
現
在
、
次
の
通
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
神
奈
川
県
・
６
件

〇
東
京
都
・
10
件

〇
千
葉
県
・
45
件

台
風
15
号
に
よ
る
被
害

速 

報

菓 子 工 業 新 聞令和元年10月15日 第967号（３） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）
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新
潟
県
菓
子
工
業
組
合
で

は
、
新
潟
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
が
組
合
同
士
の
連
携

支
援
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
、
新
潟
の
魅
力
や
新
潟

ら
し
さ
を
伝
え
る
「
新
潟
ブ

ラ
ン
ド
」
の
発
信
を
重
点
事

業
と
し
た
「
組
合
間
連
携
に

よ
る
新
商
品
開
発
」
を
推
し

進
め
、
当
組
合
と
「
に
い
が

た
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
事
業
協
同

組
合
」
（
以
下
、
雪
室
組
合
）

の
連
携
に
よ
る
新
商
品
の
開

発
に
成
功
し
、
10
月
９
日
よ

り
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

雪
室
組
合
は
、
雪
を
使
っ

た
食
品
保
蔵
庫
で
あ
る
雪
室

を
利
用
し
た
食
材
の
統
一
ブ

ラ
ン
ド
「
越
後
雪
室
屋
」
を

確
立
し
、
冬
に
積
も
っ
た
雪

を
「
雪
室
」
に
貯
め
、
一
年

中
溶
け
な
い
冷
蔵
庫
と
し
て

活
用
し
、低
温
・
高
湿
度
（
ほ

ぼ
、
室
温
０
℃
、
湿
度
１
０

０
％
）
に
よ
り
、
米
や
野
菜

は
甘
く
な
り
、
肉
は
良
質
な

熟
成
肉
に
な
る
な
ど
味
の
変

化
は
研
究
で
立
証
さ
れ
て
お

り
、
今
や
全
国
、
海
外
へ
の

展
開
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
組
合
新
潟
市
支

部
は
、
８
年
余
り
続
い
た
支

部
開
発
商
品
「
に
い
が
た
黒

埼
茶
豆
パ
イ
」
の
販
売
を
平

成
29
年
末
で
終
了
し
、
そ
れ

に
代
わ
る
商
品
開
発
の
検
討

を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
中

央
会
よ
り
新
潟
ら
し
さ
の
溢

れ
る
商
品
で
販
路
開
拓
・
拡

大
を
図
る
「
組
合
間
連
携
推

進
事
業
」
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ら
れ
、
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

１
年
半
に
亘
り
、
双
方
組

合
及
び
長
年
大
手
百
貨
店
で

バ
イ
ヤ
ー
を
務
め
た
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
よ
り
買
い
手
の
立

場
か
ら
売
れ
る
商
品
作
り
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
、
商
品
は
勿
論
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
検
討
を

重
ね
、
試
行
錯
誤
の
末
、
よ

う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
潟
市
支
部
の
ベ
テ
ラ
ン

洋
菓
子
職
人
が
、
雪
室
で
寝

か
せ
た
芳
醇
な
香
り
の
珈
琲

や
旨
味
の
引
き
出
さ
れ
た
抹

茶
を
使
い
、
新
潟
県
産
米
粉

使
用
の
ク
ッ
キ
ー
に
練
り
込

ん
で
作
っ
た
、
粉
雪
の
よ
う

な
淡
い
口
ど
け
が
印
象
的
な

ほ
ろ
苦
い
大
人
の
ブ
ー
ル
ド

ネ
ー
ジ
ュ
。
少
し
、
高
級
感

を
漂
わ
せ
、
そ
の
名
も
「
新

潟
雪
室
そ
だ
ち　

粉
雪
も
の

が
た
り　

雪
室
珈
琲
」「
同　

雪
室
抹
茶
」
と
雪
国
に
い
が

た
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ

リ
！
価
格
は
、
１
箱
９
個
入

り
、
８
０
０
円
（
税
別
）
で

す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
こ

の
商
品
を
今
後
は
、
多
く
の

支
部
組
合
員
店
舗
、
百
貨
店

や
土
産
物
店
で
の
販
売
を
目

指
し
、
双
方
組
合
の
連
携
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
路
拡

大
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

新
潟
県
菓
子
工
業
組
合
専

務
理
事
・
蒲
沢
百
合
子

　

子
ど
も
達
は
ま
ず
ピ
ン

ク
、
黄
、
緑
、
青
、
紫
の
５

色
の
羊
羹
を
な
で
し
こ
、
金

魚
、
青
も
み
じ
、
ハ
ー
ト
な

ど
の
抜
き
型
で
抜
い
た
後
、

作
っ
た
寒
天
液
を
カ
ッ
プ
に

流
し
入
れ
、
型
抜
き
し
た
羊

羹
や
ぬ
れ
納
豆
を
そ
の
中
に

配
置
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後

色
づ
け
さ
れ
た
寒
天
液
を
再

度
投
入
、
綺
麗
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
色
と
り
ど
り
の
羊

羹
を
浮
か
べ
た
錦
玉
羹
を
完

成
さ
せ
た
。
夢
中
で
作
っ
て

い
る
子
ど
も
達
の
表
情
は
真

剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
が
、

各
々
出
来
上
が
っ
た
時
に
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
そ
の
後
和

室
に
移
動
し
、
錦
玉
羹
を
自

分
た
ち
で
点
て
た
お
抹
茶
と

一
緒
に
頂
い
た
。

　

今
回
の
教
室
に
は
寒
天
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た

め
伊
那
食
品
工
業
㈱
も
協

力
、
原
材
料
の
天
草
を
実
際

に
見
て
、
触
っ
て
、
匂
い
を

嗅
い
で
、
子
ど
も
達
は
初
め

て
見
る
天
草
か
ら
錦
玉
羹
へ

の
変
化
に
と
て
も
驚
い
て
い

た
。
菓
子
教
室
は
毎
回
子
ど

も
達
の
良
い
体
験
に
な
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
が
、
私
達

も
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
と
実

感
す
る
。

　

京
都
府
菓
子
工
業
組
青
年

部
広
報
・
細
井
由
美
子

　

川
崎
大
師
の
近
く
に
産
業

道
路
が
通
り
、
そ
の
通
り
に

面
し
た
「
産
業
道
路
駅
」
か

ら
10
分
ほ
ど
歩
く
と
閑
静
な

住
宅
街
に
な
り
ま
す
。
多
摩

川
土
手
が
近
く
に
見
え
、
殿

町
と
い
う
名
前
の
由
来
も

「
昔
、
ど
こ
か
の
殿
様
が
休

憩
す
る
の
に
座
っ
た
町
」と
、

何
か
昔
か
ら
の
物
語
が
あ
り

そ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
に
あ
る
『
大
黒
屋
北

川
商
店
』
は
現
社
長
の
お
父

様
が
創
業
者
で
駄
菓
子
屋
の

卸
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
や

が
て
和
菓
子
屋
に
代
わ
り
、

途
中
支
店
を
２
店
出
し
息
子

２
人
と
そ
の
奥
様
方
で
支
え

て
き
ま
し
た
。
現
社
長
は
奥

様
と
川
崎
大
師
の
参
道
に
あ

る
店
を
任
さ
れ
大
い
に
繁
盛

し
て
い
ま
し
た
。
年
の
暮
れ

か
ら
新
年
に
な
る
と
和
菓
子

を
作
り
続
け
た
り
、
本
店
で

作
っ
た
和
菓
子
を
２
支
店
に

運
ん
だ
り
と
３
日
間
位
通
し

て
寝
る
暇
も
無
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

や
が
て
初
代
社
長
ご
夫
婦

か
ら
、
２
代
目
は
長
兄
ご
夫

婦
へ
と
社
長
が
変
わ
り
、
そ

の
後
２
代
目
ご
夫
婦
も
亡
く

な
り
、
２
代
目
の
弟
で
あ
る

現
社
長
夫
婦
が
３
代
目
と
し

て
後
を
守
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
社
長
夫
婦
が
３
店

舗
を
担
う
こ
と
は
不
可
能
に

な
り
支
店
は
閉
店
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

近
く
に
あ
っ
た
い
す
ゞ
自
動

車
工
場
が
な
く
な
り
、
働
い

て
い
た
人
た
ち
が
店
に
立
ち

寄
っ
て
く
れ
る
姿
も
少
な
く

な
っ
て
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
の
和
菓
子
は
一
度
に
作

ら
ず
、
お
客
様
に
お
買
い
上

げ
い
た
だ
き
数
が
少
な
く
な

る
と
追
加
で
作
る
と
い
っ
た

よ
う
に
、
い
つ
で
も
作
り
た

て
の
和
菓
子
を
食
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
気
配
り
も
し
て

い
ま
す
。
ご
夫
婦
が
作
る
大

福
は
手
ざ
わ
り
も
ふ
ん
わ
り

し
て
口
に
入
れ
る
と
心
和
み

気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る

よ
う
な
和
菓
子
で
す
。
お
二

人
の
暖
か
い
人
柄
が
伝
わ
る

よ
う
な
和
菓
子
で
す
。

　

毎
年
、
川
崎
市
民
祭
り
が

行
わ
れ
て
お
り
今
年
も
11
月

２
日
〜
４
日
ま
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

神
奈
川
県
菓
子
工
業
組
合

川
崎
支
部
で
は
、
毎
年
祭
り

に
参
加
し
て
餅
つ
き
を
行
い

ま
す
。
餡
こ
餅
・
き
な
こ
餅

・
安
倍
川
餅
を
作
り
１
皿
に

４
個
載
せ
３
０
０
円
で
提
供

し
て
い
ま
す
が
い
つ
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
に
は
、
も
ち
米
10

本
を
炊
き
上
げ
て
お
り
、
１

店
舗
で
は
炊
け
な
い
為
持
ち

回
り
で
３
店
舗
で
炊
い
て
い

ま
す
。
出
来
た
ら
会
場
の
川

崎
競
輪
場
ま
で
餅
を
運
ば
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
ち
米
を

炊
く
人
、
こ
れ
を
運
ぶ
人
、

売
る
人
と
支
部
員
は
朝
か
ら

大
忙
し
で
す
。
今
年
も
川
崎

支
部
の
良
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

神
奈
川
県
菓
子
工
業
組
合

事
務
・
中
山
尚
子

　

「
和
の
食
材
が
子
ど
も
の

五
感
を
育
て
る
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
京
都
で
14
年
、
料
理
が

で
き
る
子
を
育
て
て
き
た

「
室
町
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
」

は
京
都
市
室
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
京
都
市
立
室
町
小
学

校
の
コ
ラ
ボ
で
誕
生
し
た
料

理
教
室
。
昨
年
に
続
き
「
和

菓
子
職
人
に
学
ぶ
＆
お
茶

会
」
と
い
う
題
で
私
達
、
京

都
菓
子
工
業
組
合
青
年
部
に

依
頼
を
頂
い
た
。
製
作
菓
子

は
見
た
目
も
涼
し
げ
で
後
味

も
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
レ
モ
ン

風
味
の
錦
玉
羹
。

子
供
た
ち
に
寒
天
菓
子
の
美
味
し
さ
を

和
菓
子
職
人
に
学
ぶ
＆
お
茶
会

京　都

室町子どもクッキング

組
合
間
連
携
に
よ
る
新
商
品

「
新
潟
雪
室
育
ち
粉
雪
も
の
が
た
り
」

が
誕
生
！

新　潟

新潟雪室そだち　粉雪ものがたり　雪室珈琲

新潟雪室そだち　粉雪ものがたり　雪室抹茶

家
族
の
愛
を
感
じ
る
和
菓
子
屋
さ
ん

大
黒
屋
北
川
商
店

神奈川

菓 子 工 業 新 聞 令和元年10月15日第967号 （４）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）
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明
治
20
年
創
業
、
今
年
で

１
３
０
余
年
余
り
を
迎
え
る

洋
和
菓
子
製
造
販
売
店
で

す
。
私
達
の
住
む
に
か
ほ
市

は
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
９
」（
東
洋
経
済
「
都

市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
」
編
集
部

調
べ
）
対
象
・
全
国
８
１
２

市
区
）
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
で
に
か
ほ
市
が
第
１
位

（
全
国
第
21
位
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
地
域
、
暮
ら
し
や
す

い
安
心
感
が
あ
り
、
そ
の
地

域
食
材
の
恩
恵
を
受
け
な
が

ら
、
お
菓
子
を
通
し
て
少
し

で
も
こ
の
街
を
知
っ
て
頂
け

る
様
、
日
々
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
初
は
和
菓
子
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
現
在
は
４
代

目
が
洋
菓
子
主
体
で
、
そ
び

え
立
つ
鳥
海
山
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
山
シ
ュ
ー
」（
注

文
を
受
け
て
か
ら
詰
め
る
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
）を
筆
頭
に
、

「
ね
む
の
花
」
と
い
う
町
花

を
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
し
た
ア
ー

モ
ン
ド
の
チ
ュ
イ
ー
ル
お
せ

ん
べ
い
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
、

焼
き
菓
子
、
ご
法
要
菓
子
ギ

フ
ト
な
ど
、
ご
用
意
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
元
素
材
に
こ

だ
わ
っ
た
商
品
か
ら
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
に
か
ほ
市
特
産
の
鱈
し
ょ

っ
つ
る
を
活
か
し
た
「
た
ら

ど
ら
（
鱈
し
ょ
っ
つ
る
風
味

ど
ら
焼
き
）」

　

真
冬
に
獲
れ
る
大
き
な
タ

ラ
の
魚
を
原
料
と
す
る
、
魚

醤
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
ク
セ

が
な
く
、
加
工
向
き
の
材
料

に
着
目
し
生
ま
れ
た
商
品
で

す
。
た
ら
の
エ
キ
ス
を
程
よ

く
生
地
に
練
り
こ
み
、
香
り

と
旨
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
ど
ら
焼
き
に

仕
上
げ
ま
し
た
。柔
ら
か
く
、

し
っ
と
り
と
し
た
生
地
の
食

感
も
特
徴
で
す
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
魚
の
表
情
も
手
焼
き
で

付
け
て
お
り
ま
し
て
、
丸
い

小
窓
付
き
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か

ら
の
ぞ
か
せ
る
顔
が
可
愛
ら

し
い
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

②
「
北
限
の
朝
摘
み
い
ち
じ

く
パ
イ
」

　

朝
に
摘
み
と
る
い
ち
じ
く

に
こ
だ
わ
り
、
自
社
で
煮
込

ん
だ
い
ち
じ
く
を
ク
レ
ー
ム

ダ
マ
ン
ド
（
ア
ー
モ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
）
と
一
緒
に
包
み
焼

き
上
げ
ま
し
た
。
甘
露
煮
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
果
肉
を
洋

風
に
食
べ
や
す
く
加
工
、
い

ち
じ
く
の
プ
チ
プ
チ
と
し
た

食
感
も
楽
し
め
る
食
べ
や
す

い
パ
イ
に
仕
上
が
っ
て
お
り

特
に
女
性
の
お
客
様
か
ら
ご

好
評
頂
い
て
い
る
一
品
で

す
。
果
実
は
地
元
契
約
農
家

か
ら
旬
の
時
期
に
仕
入
れ
、

生
の
状
態
か
ら
加
工
。
そ
の

甘
さ
を
活
か
し
た
い
ち
じ
く

な
ら
で
は
の
味
わ
い
を
大
切

に
し
て
お
り
ま
す
。他
に
も
、

い
ち
じ
く
タ
ル
ト
（
生
を
使

用
）
こ
ち
ら
は
、
期
間
限
定

で
生
の
い
ち
じ
く
の
爽
や
か

な
甘
さ
を
楽
し
め
る
一
品
で

す
。
ま
た
、
イ
チ
ジ
ク
マ
ド

レ
ー
ヌ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お

菓
子
の
加
工
原
材
料
と
し
て

は
非
常
に
扱
い
や
す
い
た

め
、
焼
き
菓
子
に
積
極
的
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
県
内
販
売
が
中

心
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

県
外
へ
も
販
路
を
拡
大
し
て

少
し
で
も
知
っ
て
頂
け
る
可

能
性
を
広
げ
た
く
、
ス
タ
ッ

フ
共
々
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
田
県
菓
子
工
業
組
合　

仁
賀
保
支
部
・
パ
テ
ィ
ス
リ

ー
白
川
・
髙
橋
徹

　

福
島
菓
子
協
同
組
合
で

は
、
平
成
30
年
に
実
施
さ
れ

た
地
域
連
携
ハ
サ
ッ
プ
導
入

実
証
事
業
に
参
加
し
こ
の
結

果
に
基
づ
き
導
入
方
法
を
検

討
し
組
合
員
全
員
が
毎
日
の

記
録
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

今
回
組
合
員
向
け
に
準
備

し
た
も
の
は
実
証
事
業
で
ま

と
め
ら
れ
た
、
点
検
確
認
事

項
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
記

録
用
紙
、
記
録
用
紙
を
保
管

す
る
た
め
の
フ
ァ
イ
ル
で
、

食
品
衛
生
指
導
員
が
先
行
し

て
取
り
組
み
原
材
料
の
仕
入

れ
、
製
造
の
手
順
、
保
管
状

況
の
確
認
、
な
ど
安
全
性
を

確
か
め
る
方
法
を
探
り
、
30

年
11
月
の
衛
生
巡
回
の
際

に
、
直
接
出
向
き
、
記
入
方

法
な
ど
を
説
明
し
組
合
員
全

員
に
記
録
を
開
始
し
て
も
ら

い
、
31
年
３
月
に
一
時
フ
ァ

イ
ル
を
回
収
し
福
島
保
健
所

に
提
出
し
確
認
、
指
導
、
助

言
を
お
願
い
し
現
在
も
継
続

し
て
い
ま
す
。
各
種
団
体
か

ら
多
く
の
記
入
例
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
各
店
舗
、
工

場
で
は
設
備
、
作
る
製
品
、

作
業
の
流
れ
、
仕
入
れ
、
保

管
条
件
、
危
害
要
因
な
ど
が

違
い
各
店
独
自
の
重
点
管
理

項
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

記
録
用
紙
も
冷
蔵
庫
な
ど

に
貼
っ
て
お
け
る
様
に
Ａ
４

の
用
紙
で
１
週
間
１
枚
と
し

記
入
時
刻
の
記
入
場
所
を
作

り
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
確

認
し
記
録
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
チ

ェ
ッ
ク
だ
け
記
入
し
記
録
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
時
間
、

状
況
、
対
処
な
ど
書
く
ス
ペ

ー
ス
を
大
き
く
と
り
ま
し

た
。
必
ず
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
の
消
せ
な
い
も
の
で
記
入

し
衛
生
管
理
上
、い
い
こ
と
、

悪
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
正

確
の
記
録
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
毎
週
、
記
録
用
紙
を
フ

ァ
イ
ル
す
る
時
に
１
週
間
の

反
省
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
小
規
模
店
の
場

合
ほ
ぼ
、
同
じ
人
が
ほ
ぼ
同

じ
作
業
を
す
る
こ
と
が
多

く
、
異
変
、
異
常
に
気
づ
き

易
い
こ
と
や
商
品
と
し
て
長

年
販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
は

経
験
上
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
【
科
学
的
な
検
証
も

必
要
】
工
程
上
の
不
都
合
が

あ
っ
た
場
合
は
商
品
に
な
ら

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
小
規

模
店
の
場
合
一
般
的
衛
生
管

理
の
重
点
管
理
が
特
に
必
要

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
も
衛
生
管
理
の
項

目
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
よ
る
記
録
を
し
て
い
る
と

衛
生
に
対
す
る
意
識
が
変
わ

り
疑
問
が
で
て
調
べ
た
り
、

解
決
の
方
法
を
探
る
と
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

り
と
仕
入
れ
か
ら
、
販
売
に

至
る
ま
で
相
当
、
意
識
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す
。
結
果
と
し
て
生
産
性
も

高
ま
り
ま
し
た
。
小
規
模
店

の
場
合
大
切
な
こ
と
は
、
表

に
○
を
つ
け
る
こ
と
で
は
な

く
意
識
改
革
と
そ
の
実
行
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

組
合
員
共
々
も
毎
日
記
録

を
と
る
こ
と
に
よ
り
衛
生
管

理
の
意
識
や
一
層
の
生
産
性

の
向
上
を
目
指
し
関
係
機
関

の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
福
島
市
は
東

京
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
県
は

来
年
ま
で
の
導
入
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

福
島
菓
子
協
同
組
合
代
表

理
事
・
菅
野
嘉
春

地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
む

に
か
ほ
市 

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
白
川

秋　田

和
菓
子
づ
く
り
も
文
化
づ
く
り

県
文
化
祭
に
て
和
菓
子
づ
く
り
教
室
開
催

福　島

山
シ
ュ
ー

　
　
令
和 

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

　
　
　
　
　
た
ら
ど
ら
カ
タ
ロ
グ
制
作

東京おしょうゆ
麦粉菓子 製造中

- 1 - 

 HACCP 記録表 年   月 日より  月 日 

 

                日 

 

                日 

 

             日 

始業時 
  ☑ 
 

 
① 
 
 
 
 

始業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

始業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
７ :００ 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

   
  ： 
     

 
  ： 
 

 
   ： 
 

 

            日 

 

               日 

  

                日 

始業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

始業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

始業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

就業中 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

終業時 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

 
  ： 
 

 
 

 
  ①７時 始業時にアリを発見 お湯を掛け駆除 作業終了後アリ用の駆除剤を設置  
 
 
 
 
 
 

- 1 - 

            点検確認項目 

 

 始業時 

  １ 使用水に濁り 臭い 色に異状はないか 

  ２ 従業員本人と家族などに体調不良者はいないか  

   手指に傷はないか 

  ３ トイレ設備の維持 手洗い場 トイレの備品はあるか 

      汚れていないか 

  ４ 施設内に虫はいないか ネズミの痕跡はないか 

  ５  作業台 冷蔵庫の取っ手 解凍用番重の消毒 

       （次亜塩素酸６％液を水５キロに３０CC） 

 

  就業中 

   ６ 交差汚染 手の洗い方 手袋の着用 使い方は適切か 

   ７ 食品不適にする物質からの保護  

        跳ね水ゆ結露が食品にかかっていないか 

 

  終業時 

    ８ 食品に接する部分は清潔になっているか 

       整理整頓されているか                             
   ９ 洗剤などの化学物質は指定の場所に保管されているか 

   １０ タオルの洗濯 使用する道具の殺菌 消毒は行ったか 

 

  その他 

 

     気づいた点やクレームの有無など 異状や気づいたこと 

  その他 特記事項 があれば 時刻 状況 対処方法を 

  記録する 

点検確認項目

記録用紙

菓 子 工 業 新 聞令和元年10月15日 第967号（５） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）



　

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
施
行
さ
れ
、
全

組
合
員
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

全
菓
連
か
ら
は
菓
子
工
業
新

聞
４
月
号
に
同
封
し
て
、
菓

子
業
界
で
厚
労
省
の
認
可
を

受
け
た
手
引
書
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
に

あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
読
ん

で
も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
？
と
の
声
か
ら
岡
山
県
保

健
福
祉
部
生
活
衛
生
課
食
の

安
全
推
進
班
よ
り
講
師
を
お

迎
え
し
て
９
月
４
日
に
組
合

で
も
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
初
受
講
者
が
10
人
未
満

の
場
合
は
組
合
事
務
所
で
行

う
予
定
で
し
た
が
、
今
回
は

必
要
性
も
あ
り
組
合
員
と
そ

の
家
族
や
従
業
員
、
県
北
か

ら
の
参
加
も
あ
り
、
参
加
者

が
24
名
に
な
り
近
く
の
幸
町

図
書
館
内
の
会
議
室
に
会
場

を
移
し
て
行
い
ま
し
た
。
県

よ
り
（
小
規
模
な
菓
子
製
造

事
業
者
向
け
）
と
し
た
手
引

書
が
配
ら
れ
自
店
に
必
要
の

な
い
項
目
を
削
っ
て
こ
の
ま

ま
使
え
る
よ
う
に
衛
生
管
理

計
画
例
示
を
用
意
い
た
だ

き
、
衛
生
管
理
記
録
の
記
載

例
が
示
さ
れ
、
こ
れ
と
全
菓

連
よ
り
送
付
い
た
だ
い
た
手

引
書
を
組
み
合
わ
せ
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
確
認
し
な

が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
は
自
店
の
商
品
を
製

法
分
類
区
分
し
て
、
日
々
衛

生
管
理
記
録
を
と
る
こ
と
な

ど
学
び
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

本
来
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
導
入

す
る
企
業
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
栄
養
成
分
表

示
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
山
積
み
で
し

た
。
組
合
で
も
講
習
会
を
何

度
か
開
催
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
ま
た
集
ま
っ
て

情
報
交
換
し
な
が
ら
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
・
谷
野
美
香

講習会風景

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

菓
子
製
造
業
に
お
け
る
衛
生
管
理

計
画
作
成
講
習
会
」開
催

岡　山

名
物 

「
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
」

御
菓
子
処 

伊
勢
屋

福　井
　

私
の
店
は
福
井
県
小
浜
市

一
番
町
に
あ
り
ま
す
。
創
業

は
天
保
元
年
（
１
８
３
０
年
）

今
年
で
１
８
９
年
に
な
り
ま

す
。

　

当
店
は
上
田
與
三
郎
に
よ

っ
て
創
業
さ
れ
ま
し
た
。
３

代
目
は
京
都
の
長
久
堂
、
４

代
目
は
東
京
製
菓
学
校
、
５

代
目
は
京
都
鼓
月
と
東
京
の

東
宮
、
６
代
目
で
あ
る
私
は

千
葉
の
京
山
、
佐
々
木
勝
氏

の
も
と
で
修
業
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

私
の
店
に
は
「
く
ず
ま
ん

じ
ゅ
う
」
と
い
う
地
元
の
名

物
が
あ
り
１
５
０
年
ほ
ど
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29

年
に
は
伝
統
和
菓
子
職
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
お

菓
子
は
平
成
名
水
百
選
「
雲

城
水
」
を
使
っ
て
造
ら
れ
て

お
り
、
４
月
中
頃
か
ら
９
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

旧
若
狭
藩
小
浜
城
の
城
下

町
一
番
町
で
は
古
く
か
ら
き

れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
町
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
近
在
の
日
本
三
大
葛

で
あ
っ
た
若
狭
の
葛
を
使

い
、
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
が
造

ら
れ
ま
し
た
。
く
ず
ま
ん
じ

ゅ
う
は
和
菓
子
屋
の
み
で
な

く
八
百
屋
、
萬
屋
、
魚
屋
、

一
番
町
の
様
々
な
商
店
で
製

造
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

夏
に
な
る
と
一
番
町
商
店
街

で
は
店
先
の
水
槽
に
く
ず
ま

ん
じ
ゅ
う
や
と
こ
ろ
て
ん
を

冷
や
し
て
販
売
し
、
道
行
く

人
は
そ
の
涼
し
げ
な
風
景
に

涼
を
求
め
喉
を
潤
し
憩
い
の

場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
古
く
は
く
ず
ま
ん

じ
ゅ
う
通
り
と
呼
ば
れ
て
い

た
商
店
街
も
、
今
で
は
販
売

し
て
い
る
の
は
当
店
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
が
千
葉
で
の
修
行
を
終

え
実
家
に
帰
っ
て
か
ら
今
年

で
ち
ょ
う
ど
10
年
が
経
ち
ま

す
。
当
時
は
勢
い
に
任
せ
周

り
が
見
え
ず
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
店
が

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
大

変
さ
と
い
う
の
を
感
じ
、
ま

た
日
々
向
上
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
も

感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
師
匠

で
あ
る
京
山
・
佐
々
木
勝
氏

に
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
、
考

え
方
、
菓
子
作
り
の
基
本
を

学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
５

年
間
は
何
事
に
も
代
え
が
た

い
、
今
思
い
起
こ
す
と
と
て

も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
日

が
真
剣
で
皆
切
磋
琢
磨
で
必

死
で
緊
張
感
が
あ
り
、
日
々

成
長
で
き
て
い
る
と
実
感
で

き
ま
し
た
。
今
自
分
が
少
し

ば
か
り
お
菓
子
を
作
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
師
匠
や
奥

さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
り
、
一

緒
に
修
行
し
た
先
輩
方
、
仲

間
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
地
元
で
商
売
が

続
け
ら
れ
て
い
る
の
も
店
に

来
て
い
た
だ
け
る
お
客
様
、

そ
し
て
家
族
、
代
々
受
け
継

い
で
き
た
先
祖
の
方
々
、
従

業
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
決
し
て

自
分
の
力
だ
け
で
は
な
く

色
々
な
方
々
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
店
の
発
展
と
業
界
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
井
県
菓
子
工
業
組
合
・

上
田
浩
人

水
槽
で
冷
や
さ
れ
る
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う

く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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受賞作品一覧
第
十
回

大阪府　大阪緑涼高等学校
彩夏

岡山県　おかやま山陽高等学校
令和に輝く大和撫子

宮城県　学校法人古川学園　古川学園高等学校
令和の円窓

優　勝 準優勝 準優勝

秋田県　秋田市立秋田商業高等学校
Ｄｏｎ !! Ｎｕｔｓ ～和と洋の融合 新時代へ～

鹿児島県　神村学園高等部
しっとりザクッとらんらん蘭

群馬県　群馬県立藤岡北高等学校
希咲花輪

全国菓子研究団体連合会会長賞 全国菓子工業組合連合会理事長賞 奨励賞

三重県　三重県立相可高等学校
初春の令月

岐阜県　石井学園　城南高等学校
梅花の歌三十二首

埼玉県　埼玉県立越谷総合技術高等学校
かいか

奨励賞 奨励賞 奨励賞

沖縄県　沖縄県立南部農林高等学校
ミカジチ～僕らが作り上げてゆく世界～

島根県　島根県立出雲農林高等学校
梅茶どら

奈良県　奈良女子高等学校
月光瓦

奨励賞 奨励賞 奨励賞

※順不同

製菓衛生師・菓子製造技能検定
受験練習問題と解答
定価：1,429円（税別）

全菓連斡旋図書

お申込みは
各県菓子工業組合へ

送料は実費。
県菓子工業組合までは
全菓連負担。

■日本菓子教育センター編集・発行

決定版  和菓子教本
定価：3,500円（税別）

洋菓子教本
～ Les Bases de la Pâtisserie ～
定価：3,050円（税別）

製菓衛生師全書
～和洋菓子・パンのすべて～
定価：3,250円（税別）

菓 子 工 業 新 聞令和元年10月15日 第967号（７） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）



11
月
２
日
、
高
崎
菓
子

ま
つ
り
、
も
て
な
し
広

場
、
高
崎
市

11
月
６
日
、
製
菓
技
術

講
習
会
、
講
師
・
森
崎

宏
氏
（
東
京
製
菓
学
校
和
菓

子
課
教
師
）、
柴
田
原
料
㈱

研
修
ホ
ー
ル
、
山
形
市

11
月
７
日
、
か
る
か
ん

奉
納
祭
、
鶴
嶺
神
社
、

鹿
児
島
市

11
月
９
日
、
東
京
文
化

財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
９

「
和
菓
子
作
り
体
験
」、
講

師
・
石
川
県
菓
子
工
業
組
合

員
、
旧
前
田
家
本
邸
洋
館
、

目
黒
区11

月
16
日
～
17
日
、
第

14
回
み
や
ざ
き
お
菓
子

ま
つ
り
、
宮
交
シ
テ
ィ
、
宮

崎
市

11
月
20
日
、
和
菓
子
講

習
会
、
講
師
・
松
下
雄

一
氏
（
㈱
松
葉
屋
社
長
）、

香
梅
六
条
工
場
、
岐
阜
市

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•

福
」
は
超
人
気
で
遠
方
か
ら

の
お
客
様
も
あ

る
そ
う
で
す
。

以
前
の
よ
う
な

祝
い
菓
子
は
減

少
し
ま
し
た
が

「
伝
統
和
菓
子

な
ど
作
り
な
が

ら
、
お
菓
子
を

通
じ
て
社
会
貢

献
で
き
れ
ば
い

い
な
」
と
ま
だ

ま
だ
目
標
が
あ

る
浜
砂
さ
ん
で

し
た
。

　

宮
崎
県
菓
子

工
業
組
合
事
務

局
・
大
西
み
つ
子

遊
び
心
に
あ
ふ
れ
る
和
洋
菓
子
店

き
く
ち
覚
誠
堂

青　森

街
市
で
見
つ
け
た
老
舗

御
菓
子
処 

光
仙

宮　崎

きくち覚誠堂の商品

きくち覚誠堂

浜砂盛光さん

佐土原いっぱい生姜パイ

　

青
森
県
の
津
軽
平
野
の
ち

ょ
う
ど
中
央
に
位
置
す
る
南

津
軽
郡
藤
崎
町
は
、
人
口
約

１
５
，
０
０
０
人
で
、
ふ
じ

林
檎
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

県
庁
所
在
地
で
あ
る
青
森
市

や
春
の
桜
ま
つ
り
や
夏
の

「
ね
ぷ
た
祭
り
（
※
）」
で

有
名
な
弘
前
市
に
隣
接
し
、

農
業
や
商
工
業
が
栄
え
る
人

口
約
１
７
０
，
０
０
０
人
の

弘
前
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
梅
沢
富
美
男

さ
ん
の
母
親
の
出
身
地
と
し

て
も
取
り
上
げ
ら
れ
知
名
度

も
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
藤
崎
町
で

四
代
に
渡
っ
て
盛
業
さ
れ
て

い
ま
す『
き
く
ち
覚
誠
堂
』さ

ん
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
創
業
年
は
正
確
な
情

報
が
伝
え
ら
れ
て
な
い
た
め

分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
記
録
で
分
か
っ
て
い
る

の
は
創
業
85
年
以
上
で
は
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
お

店
は
本
店
の
み
で
、
旧
国
道

３
３
９
号
線
に
面
し
た
立
地

に
店
舗
を
構
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
三
代
目
社
長
の
菊

池
義
人
氏（
59
）と
社
長
の
奥

様
、
そ
し
て
息
子
さ
ん
で
東

京
で
の
洋
菓
子
の
修
行
か
ら

戻
ら
れ
た
四
代
目
の
慶
太
さ

ん
と
の
三
人
で
切
盛
り
を
さ

れ
て
い
ま
す
。以
前
、現
社
長

か
ら
珍
し
い
屋
号
の
由
来
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
代
々
の
お

名
前
で
初
代
が
覚
次
郎
氏
、

二
代
目
が
誠
一
氏
と
い
う
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
文
字

を
と
っ
て
『
覚
誠
堂
』
と
名

付
け
た
と
の
こ
と
で
、
三
代

目
が
義
人
だ
か
ら
自
分
の
代

で
『
き
く
ち
覚
誠
義
堂
』
に

改
名
し
な
い
と
ダ
メ
だ
な
！

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話

し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
き
く
ち
覚

誠
堂
さ
ん
で
す
が
、
三
代
目

の
義
人
氏
が
、
弘
前
市
の
名

店
『
開
雲
堂
』
様
と
『
双
味

庵
』
様
そ
し
て
、
仙
台
市
の

名
店『
寿
の
三
色
最
中
本
舗
』

様
を
修
行
で
渡
り
歩
い
た

後
、
ご
実
家
に
戻
ら
れ
、
従

来
の
製
造
方
法
を
一
新
し
、

自
動
包
餡
機
や
自
動
ど
ら
焼

き
機
、
冷
凍
設
備
な
ど
の
導

入
、
店
舗
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
し
、
多
額
の
借
金
を

し
て
の
代
変
わ
り
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
義
人
氏
の
老
舗

和
洋
菓
子
店
を
渡
り
歩
い
て

身
に
着
け
た
確
か
な
技
術

と
、
そ
の
時
代
で
流
行
っ
て

い
る
商
品
を
常
に
意
識
し
、

持
ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

ア
イ
デ
ア
と
セ
ン
ス
で
次
々

と
美
味
し
く
、
且
つ
人
目
を

惹
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

溢
れ
る
商
品
を
開
発
し
、
少

数
家
族
経
営
な
が
ら
地
域
で

も
買
い
や
す
い
お
値
段
で
、

大
量
生
産
、
高
性
能
冷
凍
庫

の
活
用
に
よ
る
、
常
に
お
客

様
に
美
味
し
い
お
菓
子
を
届

け
る
と
い
う
当
時
の
地
域
の

個
人
店
で
は
取
り
入
れ
て
な

か
っ
た
経
営
方
法
で
、
地
元

の
冠
婚
葬
祭
や
企
業
か
ら
の

大
量
注
文
も
こ
な
し
、
億
単

位
の
借
金
を
返
し
き
っ
た
そ

う
で
す
。

　

近
年
で
は
、
お
店
を
構
え

る
藤
崎
町
主
催
の
、
お
店
が

町
の
食
を
提
供
す
る
町
特
産

の
農
産
物
を
使
っ
た
新
作
グ

ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
の
人
気
投

票
で
競
う
『
ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
（
毎
年
６
月
開
催
）』

に
第
一
回
目（
２
０
１
２
年
）

か
ら
積
極
的
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、『
ふ
じ
の
国
か
す
た
ぁ

～
』『
ト
キ
ワ
卵
の
ぷ
り
ん
』

『
め
ち
ゃ
ウ
マ
!!
ブ
リ
ュ
レ
』

『
藤
崎
り
ん
ご
の
ク
ラ
フ
テ

ィ
ー
』『
黒
み
つ
き
な
粉
ぷ

り
ん
』『
り
ん
ご
と
チ
～
ズ

の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
』
な
ど

数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を

開
発
し
、
８
年
連
続
ス
イ
ー

ツ
部
門
な
ど
で
優
勝
を
含
む

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
お

り
、
自
他
共
に
認
め
る
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
四
代
目
の
慶
太
氏

と
共
に
洋
菓
子
部
門
の
強
化

に
取
り
組
み
、
地
域
で
の
人

気
店
と
い
う
地
位
を
確
固
た

る
も
の
に
作
り
あ
げ
て
い
る

毎
日
で
、
こ
れ
か
ら
の
更
な

る
新
商
品
の
登
場
が
楽
し
み

で
あ
り
ま
す
。

※
青
森
市
の「
ね
ぶ
た
祭
り
」

は
立
体
的
な
物
ば
か
り
の
運

行
で
す
が
、
弘
前
市
開
催
の

　

宮
崎
市
中
心
街
の
一
番
街

と
若
草
通
り
に
て
、
毎
月
第

４
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
街

市
に
御
菓
子
処
光
仙
の
店
主

祭
り
の
名
称
は
「
ね
ぷ
た
祭

り
」
と
言
い
「
扇
ね
ぷ
た
」

「
組
ね
ぷ
た
」
が
運
行
さ
れ

ま
す
。

　

青
森
県
菓
子
工
業
組
合
副

理
事
長
（
中
弘
支
部
長
兼

務
）・
川
嶋
将
晃

浜
砂
盛
光
さ
ん
を
見
つ
け
ま

し
た
。
街
市
と
は
「
宮
崎
の

佳よ

い
食
」
で
街
を
、
そ
し
て

宮
崎
を
元
気
に
し
ま
し
ょ

う
！
と
い
う
宮
崎
商
工
会
議

所
の
協
力
に
よ
る
街
市
実
行

委
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

残
暑
厳
し
い
街
市
の
通
路

に
は
、
い
く
つ
も
の
特
大
氷

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
野
菜

や
フ
ル
ー
ツ
、
牛
串
焼
き
、

は
ち
み
つ
、
パ
ン
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
そ

の
他
な
ん
で
も
あ
り
の
47
ブ

ー
ス
で
の
街
市
で
、
す
ご
い

賑
い
で
す
。
浜
砂
さ
ん
は
佐

土
原
町
生
姜
倶
楽
部
の
和
菓

子
担
当
と
し
て
出
店
し
、
佐

土
原
い
っ
ぱ
い
生
姜
パ
イ
、

佐
土
原
だ
ん
ご
、
く
じ
ら
羊

羹
、
佐
土
原
美
人
な
ど
な
ど

「
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
」
と
隣

合
わ
せ
に
並
べ
て
あ
り
ま

す
。
開
催
当
初
か
ら
の
出
店

の
為
、
お
得
意
様
も
増
え
楽

し
み
に
爆
買
い
す
る
方
も
い

る
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

「
御
菓
子
処
光
仙
」
は
佐

土
原
町
に
あ
り
創
業
45
年
の

老
舗
で
す
。
店
主
の
浜
砂
さ

ん
は
学
生
時
代
に
「
手
に
職

を
つ
け
た
ほ
う
が
良
い
」
と

教
わ
り
、
ま
た
あ
る
時
、
先

輩
の「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、

ま
た
ど
う
ぞ
」
な
ど
と
元
気

に
働
く
姿
を
目
に
し
て
商
売

御
菓
子
処
光
仙

人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

色
ん
な
お
店
で
の
17
年
の
修

行
が
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し

た
。笑
い
話
の
よ
う
で
す
が
、

早
朝
か
ら
の
作
業
で
疲
労
困

憊
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
夜
、
店
主
の
お
金
を
数

え
て
る
姿
を
見
て
、
早
く
お

店
を
持
ち
た
い
と
さ
ら
に
頑

張
れ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
49
年
に
念
願
叶
い
奥

様
と
二
人
で
の
和
菓
子
洋
菓

子
の
お
店
が
で
き
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
焼
菓
子

「
里
ご
こ
ろ
」
流
し
物
「
イ

ロ
ハ
口
説
」
季
節
物
「
苺
大

行
事
予
定

10
月
23
日
、
令
和
元
年

製
菓
講
習
会
、
講
師
・

伊
那
食
品
工
業
㈱
研
究
員
、

伊
那
食
品
工
業
㈱
Ｒ
＆
Ｄ
セ

ン
タ
ー
、
伊
那
市

10
月
29
日
、
レ
オ
ン
機

最
新
機
種
の
実
演
会
、

講
師
・
レ
オ
ン
自
動
機
㈱
名

古
屋
営
業
所
員
、
富
山
食
品

研
究
所
、
富
山
市

長野富山

山形石川

宮崎岐阜

鹿児島

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
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さ
て
、
不
動
産
担
保
に
は

普
通
抵
当
と
根
抵
当
の
２
つ

が
あ
る
。
こ
の
違
い
は
そ
の

使
い
方
の
違
い
に
あ
る
。

　

普
通
抵
当
と
は
、
住
宅
ロ

ー
ン
の
よ
う
に
一
度
、
担
保

を
設
定
し
た
ら
そ
れ
以
上
に

増
え
る
こ
と
が
な
く
減
る
一

方
と
い
う
担
保
。
以
後
、
更

に
追
加
の
資
金
が
必
要
な
時

は
、
そ
の
不
動
産
に
担
保
余

力
が
あ
れ
ば
新
た
に
担
保
設

定
の
当
期
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
回
毎
に
登
記
と
費
用

と
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
不
動
産
か
ら
担
保

を
外
し
た
い
時
は
、
借
入
金

の
残
額
の
み
を
返
済
す
れ
ば

担
保
は
外
れ
る
。

　

一
方
、
根
抵
当
と
は
始
め

に
借
入
金
の
枠
を
決
め
て
そ

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
追
加
の

借
入
や
返
済
が
い
つ
で
も
自

由
に
で
き
る
と
い
う
制
度
。

こ
の
場
合
は
、
追
加
借
入
毎

に
新
た
な
登
記
は
い
ら
な
い

の
で
費
用
も
時
間
も
か
か
ら

な
い
と
い
う
便
利
な
制
度
で

あ
る
。
し
か
し
、
良
い
こ
と

の
裏
に
は
落
と
し
穴
が
隠
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
状
況
に

よ
っ
て
は
普
通
抵
当
の
よ
う

に
現
在
あ
る
残
金
だ
け
返
し

て
も
担
保
が
外
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
起
こ
る
場
合
が
あ

る
と
い
う
こ
と
。

　

例
え
ば
、
不
動
産
に
担
保

を
付
け
た
時
に
借
り
た
借
入

金
が
減
っ
て
い
て
も
、
同
じ

銀
行
に
別
の
借
入
金
が
あ
る

場
合
に
は
、
始
め
に
設
定
し

た
〝
極
度
額
〞
と
い
う
枠
内

ま
で
は
全
額
返
済
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

少
し
難
解
で
あ
る
と
思
う

の
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
す
る
。
例
え
ば
、
極
度
額

（
始
め
に
設
定
し
た
借
入
限

度
額
）
が
５
，０
０
０
万
円
、

担
保
設
定
し
た
時
に
借
入
金

の
残
額
が
１
，０
０
０
万
円
、

同
じ
銀
行
か
ら
借
り
て
い
る

別
の
借
入
金
の
残
額
が
８
，

０
０
０
万
円
の
場
合
、
そ
の

銀
行
か
ら
の
借
入
総
額
の
残

は
９
，
０
０
０
万
円
と
い
う

こ
と
に
な
る
。こ
の
場
合
は
、

担
保
設
定
し
た
時
の
借
入
金

の
残
額
が
１
，
０
０
０
万
円

で
も
借
入
総
額
の
残
が
９
，

０
０
０
万
円
あ
る
の
で
、
極

度
額
一
杯
の
５
，
０
０
０
万

円
を
返
済
し
な
い
と
不
動
産

担
保
は
外
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
こ
の
場
合
は
そ
の

不
動
産
の
時
価
（
実
際
の
売

却
額
の
相
場
）
の
範
囲
内
と

い
う
別
の
条
件
も
付
い
て
く

る
。
つ
ま
り
、極
度
額
が
５
，

０
０
０
万
円
で
あ
っ
て
も
時

価
が
３
，
０
０
０
万
円
し
か

な
け
れ
ば
、
３
，
０
０
０
万

円
を
返
せ
ば
担
保
は
外
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
抵
当

と
担
保
は
同
じ
意
味
で
あ

り
、
普
通
抵
当
と
根
抵
当
の

使
い
方
に
は
一
長
一
短
が
あ

り
、
ど
ち
ら
が
良
い
と
は
一

概
に
は
言
え
な
い
が
、
失
っ

て
は
な
ら
な
い
不
動
産
は

〝
普
通
抵
当
〞、失
っ
て
も
仕

方
が
な
い
不
動
産
は
〝
根
抵

当
〞
と
い
う
使
い
方
は
合
理

的
と
考
え
る
。

　

実
務
に
な
る
と
種
々
な
条

件
が
付
く
の
で
、
そ
の
道
の

専
門
家
に
良
く
相
談
す
る
こ

と
が
賢
明
で
あ
る
。
経
営
者

に
と
っ
て
知
識
の
無
さ
は

〝
大
罪
〞
に
当
た
る
。
し
っ

か
り
と
勉
強
し
て
下
さ
い
。

　

先
ず
は
、〝
事
業
計
画
書
〞

を
作
り
ま
し
ょ
う
‼

　

次
号
に
続
く
。

　

金
利
は
未
だ
に
低
い
水

準
、
未
曾
有
の
世
界
で
あ
る
。

国
策
で
あ
る
と
言
っ
て
し
ま

え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、

金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
一
般

企
業
に
と
っ
て
も
ど
の
よ
う

な
事
業
計
画
を
作
成
す
れ
ば

良
い
の
か
が
悩
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

状
況
を
整
理
し
て
み
る

と
、
そ
も
そ
も
〝
何
故
こ
の

様
な
低
金
利
〞
に
な
っ
た
の

か
で
あ
る
。
世
の
中
は
景
気

が
良
い
の
か
悪
い
の
か
サ
ッ

パ
リ
解
ら
な
い
。
経
済
学
者

や
評
論
家
の
言
い
方
も
マ
チ

マ
チ
で
あ
る
。
一
つ
言
え
る

こ
と
は
、
概
し
て
大
企
業
の

こ
の
10
年
間
の
成
績
は
良
い

が
、
中
小
企
業
全
体
は
利
益

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
多
く
の
中
小
企
業
が
銀

行
に
返
済
条
件
を
緩
和
し
て

も
ら
っ
て
い
て
、
リ
ス
ケ
を

繰
り
返
し
て
い
る
状
況
を
見

れ
ば
明
ら
か
だ
。
い
わ
ゆ
る

〝
ゾ
ン
ビ
企
業
〞
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
を
迎
え
て
、

人
口
、
企
業
数
が
少
な
く
な

れ
ば
、
お
金
が
沢
山
あ
る
会

社
の
み
が
最
後
に
残
る
こ
と

は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か

だ
。
つ
ま
り
、
お
金
の
な
い

中
小
零
細
企
業
は
倒
産
や
廃

業
に
向
か
う
確
率
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企

業
の
絶
対
数
が
減
る
と
い
う

こ
と
は
、
資
本
主
義
経
済
に

お
い
て
は
優
勝
劣
敗
の
原
理

だ
か
ら
仕
方
な
い
。し
か
し
、

世
の
中
の
社
会
不
安
が
増
大

す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

政
府
と
し
て
、
こ
れ
は
困

る
。
な
ら
ば
、
銀
行
が
企
業

に
も
っ
と
融
資
す
る
よ
う
に

仕
向
け
れ
ば
良
い
。
ど
う
し

た
ら
、
銀
行
は
企
業
に
も
っ

と
融
資
を
せ
ず
に
い
ら
れ
な

く
な
る
の
か
？
そ
の
答
が
政

府
主
導
で
行
っ
た
マ
イ
ナ
ス

金
利
で
あ
る
。

　

現
在
、
都
銀
を
除
く
多
く

の
銀
行
が
こ
の
政
府
の
戦
略

の
下
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が

〝
事
業
性
評
価
〞
と
い
う
名

の
下
に
積
極
的
融
資
と
い
う

方
向
に
傾
い
て
い
る
。
銀
行

は
今
ま
で
の
様
に
黙
っ
て
い

て
も
儲
か
る
時
代
は
終
っ
た

と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
も

っ
と
多
く
の
地
元
の
企
業
に

お
金
を
貸
し
て
利
息
を
し
っ

か
り
取
る
と
い
う
銀
行
の
本

来
の
姿
に
戻
り
な
さ
い
と
い

う
指
導
で
あ
る
。

　

さ
て
、
金
利
は
下
げ
ら
れ

る
の
か
？
答
は
〝
今
が
金
利

を
下
げ
て
も
ら
う
交
渉
の
一

番
良
い
時
期
〞
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
で
は
、
ど
の
よ
う

な
企
業
な
ら
ば
金
利
を
下
げ

て
く
れ
る
の
か
？
当
然
で
は

あ
る
が
〝
業
績
の
良
い
会

社
〞で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

銀
行
が
企
業
に
融
資
す
る
時

の
評
価
基
準
で
あ
る
〝
債
務

者
区
分
〞が〝
正
常
先
〞
で
あ

る
こ
と
。
正
常
先
と
は
、
債

務
超
過
で
な
い
。
銀
行
か
ら

の
借
入
れ
総
額
を
10
年
以
内

に
完
済
で
き
る
こ
と
。税
金
、

社
会
保
険
料
等
の
未
払
金
が

な
い
こ
と
。社
長
が
高
齢（
概

ね
65
歳
以
上
）
な
ら
ば
、
後

継
者
が
い
る
こ
と
等
。
こ
れ

に
加
え
て
、
過
去
３
年
間
利

益
が
出
て
い
て
、
こ
れ
か
ら

も
黒
字
が
見
込
め
る
の
な
ら

ば
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
金
利

削
減
交
渉
は
可
能
で
あ
る
。

　

現
在
の
金
利
相
場
は
、
都

銀
は
０
・
５
％
〜
１
％
、
地

方
銀
行
は
１
％
前
後
、
信
用

金
庫
は
１
％
〜
２
％
、
信
用

組
合
は
２
％
〜
３
％
。

　

現
在
、
貴
方
の
会
社
が
良

好
で
、
こ
れ
以
上
の
金
利
な

ら
ば
交
渉
し
て
み
る
べ
き
で

あ
る
。
現
在
の
融
資
の
金
利

が
仕
組
み
上
、
下
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
新

た
に
同
額
の
融
資
を
低
金
利

で
受
け
て
、
現
在
の
融
資
を

返
済
す
れ
ば
良
い
。

　

そ
れ
で
も
駄
目
だ
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
、
他
の
銀
行
か

ら
の
借
り
換
え
を
考
え
る
べ

き
だ
。
理
由
は
今
の
銀
行
は

貴
方
の
会
社
を
重
視
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な

銀
行
と
付
き
合
っ
て
も
意
味

は
な
い
。

　

次
に
不
動
産
担
保
だ
が
、

現
在
、
金
融
庁
は
銀
行
に
担

保
、
保
証
人
に
頼
ら
な
い
融

資
慣
行
を
作
り
な
さ
い
と
指

導
し
始
め
た
。

　

今
は
昔
と
違
っ
て
、
不
動

産
担
保
が
あ
っ
て
も
利
益
を

出
せ
ず
、
返
済
す
る
原
資
が

見
え
な
け
れ
ば
借
り
ら
れ
な

い
。
逆
に
不
動
産
担
保
が
な

く
て
も
十
分
な
返
済
原
資
と

な
る
利
益
が
見
込
ま
れ
れ

ば
、
融
資
が
行
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
担
保
は
昔
ほ
ど
重
視

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。
保
証
人
も
担
保
も
駄
目

元
で
外
す
交
渉
を
経
営
者
は

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
不
動
産
担
保
が
外
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

は
〝
そ
の
会
社
の
そ
の
時

の
〞
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ

も
そ
も
不
動
産
担
保
と
は
借

り
る
会
社
や
人
の
信
用
力
不

足
を
補
完
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

信
用
力
が
高
い
会
社
と

は
、
①
現
在
、
銀
行
か
ら
借

り
て
い
る
借
入
金
を
５
年
か

ら
10
年
以
内
に
充
分
に
返
済

で
き
る
だ
け
の
利
益
が
出
て

い
る
。
②
社
歴
も
そ
れ
な
り

に
長
く
、
過
去
に
そ
の
銀
行

に
大
き
な
約
束
違
反
が
な

い
。
③
社
長
が
高
齢
者
の
場

合
は
後
継
者
が
い
る
。
こ
れ

ら
の
条
件
が
揃
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
基
本
的
に
は
不
動

産
担
保
は
い
ら
な
い
。
し
か

し
、
借
り
る
側
に
知
識
が
な

け
れ
ば
、
銀
行
か
ら
当
然
の

よ
う
に
不
動
産
担
保
を
求
め

ら
れ
た
ら
そ
れ
に
応
じ
て
し

ま
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

３
．
銀
行
金
利
は
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
？

不
動
産
担
保
は
外
せ
な
い
の
か
？

そ
の
②
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取扱代理店：全菓連共済ビルヂング株式会社／〒107-0062　東京都港区南青山 5-12-4　☎03-3400-8901
引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　東京中央支店／〒108-6111　東京都港区港南 2-15-2 品川インターシティー B 棟 11 階　☎03-5781-6577資料請求・お問合せ先

※この保険は全国菓子工業組合連合会が保険契約者となる団体契約です。
※本制度にご加入できる方は、全国菓子工業組合連合会の組合員に限られます。 
※このご案内は全国菓子工業組合連合会 PL 保険制度の概要を紹介したものです。
   保険の内容はパンフレットをご覧ください。
   詳細は契約者である団体の代表者に渡してあります保険約款によりますが、
　ご不明な点がございましたら代理店にお尋ねください。

 平成31年2月作成　18-T09282

事故受付
サービス

東京海上日動のサービス体制なら安心です。
事故のご連絡・ご相談をフリーダイヤルで承ります。
いざというとき、全国どこからでも、ご利用いただけます。

－365 日 24 時間のサポート体制－
〈東京海上日動安心 110 番（事故受付センター）〉
○事故の受付・ご相談
・受付時間：365 日 24 時間
・受付：フリーダイヤル 0120-119-110 “事故は 119 番 -110 番”

1. 生産物賠償責任〈PL〉保険（基本加入） 組合員の皆様が製造・販売した飲食物により、お客様に身体の障害（食中毒や病気・ケガ）を
与え法律上の損害賠償責任を負ったことで被る損害を補償します。

制度の概要

5.リコール保険
     （オプション）
　 （生産物回収費用保険）
製造・販売等を行った食品に起因して健康
被害等の発生またそのおそれがある場合
に、その被害の発生または拡大の防止を目
的として回収等の措置を実施することに
より生じた費用を補償します。

4. 施設賠償責任保険
　 （オプション）

看板・給排水設備など店舗施設の管理不備
や店舗における仕事の遂行により、他人の
身体・生命を害しまたは財物を損壊したこ
とについて法律上の損害賠償責任を負っ
たことによって被る損害を補償します。

2. 初期対応費用担保特約
　 （オプション）

対人事故の被害者への見舞金等の社会通
念上妥当な初期対応費用の支出を補償し
ます。

3. 食中毒利益担保特約
　 （オプション）

食中毒の発生により営業を阻害され、また
は休止を余儀なくされた場合、休業期間中
の喪失利益（営業利益＋経常費）等を補償
します。

＋ 補償拡大により
充実した内容に
改定致しました。

宛名・住所のご確認を
お願いします。　　　
　菓子工業新聞送付先の住

所・宛名等が、現在の表記

と異なりましたら、都道府

県菓子工業組合へお知らせ

ください。

菓 子 工 業 新 聞令和元年10月15日 第967号（９） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）



　
第
29
回
西
日
本
食
品
産
業
創
造
展
で
は
山
﨑
穣
氏

（
福
岡
市
経
済
観
光
文
化
局
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

部
観
光
ブ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
課
）を
講
師
に
迎
え「
食

の
未
来
を
考
え
る
（
食
と
物
産
・
福
岡
県
）」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ

　

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

は
、
日
本
語
で
は
食
の
多
様

性
に
な
る
。
世
界
に
は
食
に

関
し
て
規
制
を
持
っ
て
い
る

方
が
結
構
い
る
。
日
本
人
は

何
で
も
食
べ
る
が
、
世
界
中

に
は
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

〝
小
麦
粉
の
も
の
は
食
べ
ら

れ
ま
せ
ん
〞
や
ム
ス
リ
ム
の

方
は
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
も

不
可
な
ど
で
あ
る
。
最
近
、

欧
米
系
の
方
に
多
い
の
は
、

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ビ
ー
ガ
ン

だ
。
日
本
で
は
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
は
少
な
い
が
、
海
外
で
は

欧
米
系
だ
け
か
と
思
い
き

や
、
意
外
と
多
い
の
は
台
湾

の
方
で
、
13
％
と
言
わ
れ
て

い
る
。
日
本
に
来
て
あ
ま
り

主
張
さ
れ
な
い
が
、
台
湾
の

方
は
中
国
語
で
「
素
食
（
そ

し
ょ
く
）」
と
い
う
本
当
の

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
仏
教
の
教

え
に
基
づ
き
、
肉
を
食
べ
な

い
方
が
い
る
。
台
湾
の
方
が

こ
れ
だ
け
来
て
い
る
の
に
、

日
本
で
対
応
し
て
い
る
店
は

少
な
い
。
こ
の
食
文
化
に
対

応
す
る
と
喜
ば
れ
る
だ
ろ

う
。
東
京
の
出
版
社
が
台
湾

で
東
京
エ
リ
ア
の
素
食
の
本

を
売
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
好

調
で
、
関
西
版
も
作
る
と
い

う
話
だ
。

山﨑 穣氏 （福岡市経済観光文化局観光コンベンション部観光ブランドクルーズ課）

そ
の
②

食の未来を考える
（食と物産・福岡県）

欧
米
の
方
は
食
事

を
取
る
時
間
が
遅

い
　

欧
米
の
方
、
フ
ラ
ン
ス
や

ス
ペ
イ
ン
の
方
は
食
事
を
取

る
時
間
が
遅
い
。
日
本
で
は

予
約
を
す
る
と
遅
く
て
も
夜

８
時
だ
ろ
う
。
あ
ち
ら
の
国

で
一
般
的
な
の
は
早
く
て
８

時
半
、
９
時
、
９
時
半
ス
タ

ー
ト
で
予
約
を
受
け
付
け
、

終
わ
る
の
は
日
に
ち
を
ま
た

い
で
い
る
。
そ
れ
で
も
10
歳

く
ら
い
の
子
供
が
遊
ん
で
い

る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
。
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
、
九
州
で
フ
ラ
ン
ス
の
試

合
が
３
試
合
行
わ
れ
る
の

で
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が

来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼

ら
は
そ
う
い
う
文
化
で
食
事

を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
、
夜

が
遅
い
。日
本
の
飲
食
店
は
、

結
構
、
遅
く
ま
で
開
い
て
い

る
が
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
８

時
で
閉
ま
る
の
で
「
何
で
閉

ま
る
の
が
早
い
ん
だ
」
と
文

句
を
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
今

で
も
「
日
本
は
店
が
閉
ま
る

の
が
早
い
か
ら
、
買
い
物
が

で
き
な
く
て
不
便
」
と
言
わ

れ
る
。
飲
食
業
界
が
大
変
な

こ
と
は
承
知
だ
が
、
レ
ス
ト

ラ
ン
は
せ
め
て
ラ
グ
ビ
ー
の

期
間
中
だ
け
で
も
、
欧
米
の

方
に
対
応
す
る
営
業
時
間
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
文
化
が
特
殊

で
、
食
に
対
し
て
保
守
的
な

印
象
が
あ
る
。
和
牛
を
提
供

す
る
時
、
日
本
人
の
感
覚
で

は
、
火
を
入
れ
過
ぎ
な
い
レ

ア
の
状
態
が
一
番
い
い
と
考

え
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
方
は
ウ

エ
ル
ダ
ン
し
か
食
べ
な
い
。

生
も
の
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ

ー
が
強
く
、
手
を
つ
け
よ
う

と
も
し
な
い
。「
怖
い
」
と

言
っ
て
食
べ
な
い
。逆
に「
何

で
も
っ
と
焼
い
て
く
れ
な
い

の
？
」
と
聞
か
れ
「
ク
オ
リ

テ
ィ
の
い
い
肉
だ
か
ら
、
火

を
通
さ
な
い
の
が
一
番
お
い

し
い
食
べ
方
な
ん
で
す
よ
」

と
説
明
を
す
る
と
「
じ
ゃ
あ

試
し
に
食
べ
て
み
よ
う
」
と

な
る
。
食
べ
る
と
「
お
い
し

い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
。

説
明
が
無
い
と
彼
ら
は
、
手

を
つ
け
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
人

も
せ
っ
か
く
海
外
旅
行
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
、
例

え
ば
「
刺
身
を
食
べ
よ
う
」

生
も
の
に
対
す
る

ア
レ
ル
ギ
ー

と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

台
湾
の
方
も
同
じ
で
１
切

れ
、
２
切
れ
は
お
も
し
ろ
が

っ
て
食
べ
る
が
、
そ
れ
以
上

は
手
を
つ
け
よ
う
と
し
な
い
。

　

民
間
事
業
者
の
レ
ポ
ー
ト

で
は
、
世
界
の
旅
行
者
の
約

２
割
が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

い
わ
れ
る
30
〜
40
歳
く
ら
い

の
方
だ
。
ま
た
、
主
要
宗
教

で
最
も
平
均
年
齢
が
若
い
の

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
る
。
こ
の
方
た
ち

が
世
界
の
旅
行
者
の
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
を
取
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ム
ス
リ
ム
対
応
は
日

本
で
は
、
ま
だ
関
係
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
人
た
ち
が
す
ぐ

先
に
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
状
況

が
あ
る
。

ム
ス
リ
ム
が
メ
ジ

ャ
ー
に

　

今
後
の
食
へ
の
取
り
組
み

だ
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
ビ
ー

ガ
ン
は
世
界
中
に
25
億
人
お

り
、
人
口
の
３
分
の
１
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
方
た
ち
へ

の
対
応
で
は
、
料
理
の
材
料

に
何
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か

を
表
示
す
る
の
が
効
果
的
で

あ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
何

と
か
ラ
ー
メ
ン
と
書
い
て
あ

っ
て
も
、
何
が
入
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な

い
と
怖
い
か
ら
食
べ
ら
れ
な

い
。
仕
方
な
い
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
で
お
に
ぎ
り
を
買
っ
て
終

わ
る
、
と
い
う
方
が
結
構
い

る
。
せ
っ
か
く
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
て
み
た
い
が
、
中

身
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
な
ら
、
も
う
一
工

夫
す
る
。「
こ
う
い
う
材
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
よ
」
と

メ
ニ
ュ
ー
に
提
示
す
れ
ば

「
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
」

と
判
断
す
る
だ
ろ
う
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
ん
で
い

く
に
あ
た
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表

示
は
工
夫
で
き
る
。

　

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
と
い
え
ば

マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
、
少
し
や

せ
て
お
り
、
健
康
志
向
の
強

い
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
て
、
サ
ラ
ダ
を
食
べ
さ
せ

れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
認
識
は

間
違
い
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
は
、
太

っ
て
い
る
人
も
い
る
。
健
康

志
向
だ
け
で
は
な
く
、
動
物

愛
護
の
考
え
か
ら
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
を
し
て
い
る
人
も
い

る
。
だ
か
ら
、
大
豆
由
来
の

ソ
イ
ベ
ー
コ
ン
を
使
う
な

ど
、
ソ
イ
ビ
ー
フ
を
使
っ
た

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
ど
き
を
食

べ
た
が
る
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

の
マ
ッ
プ
な
ど
で
紹
介
し
て

い
る
の
は
、
優
し
い
味
の
カ

フ
ェ
な
ど
が
多
い
が
、
こ
れ

で
は
欧
米
系
の
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
こ
う
い
う
状
況
に

対
し
、
認
識
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

の
力
を
借
り
な
が
ら
商
品
開

発
を
し
た
い
。
需
要
は
確
実

に
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
で
「
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン　

ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
」
と
検
索
す
る
と
、
出
て

く
る
画
像
は
ガ
ッ
ツ
リ
し
た

ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
で
あ
る
。

　

食
と
い
う
の
は
旅
行
者
に

と
っ
て
重
要
な
要
因
で
あ

る
。
せ
っ
か
く
旅
行
に
来
た

人
に
ど
れ
だ
け
満
足
感
を
与

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に

対
す
る
認
識

え
ら
れ
る
か
は
、
食
が
大
き

な
部
分
を
占
め
る
。
こ
れ
か

ら
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
す

る
状
況
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
来

て
い
る
。

美
食
都
市
・
福
岡

を
目
指
し
て

　

将
来
の
展
望
だ
が
、
ス
ペ

イ
ン
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

や
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
は
食

の
有
名
な
街
で
、
訪
れ
る
方

は
食
べ
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。会
議
を
行
う
時
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
一
番
人

気
が
あ
る
の
は
、
サ
ン
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
福
岡
と
イ
メ

ー
ジ
が
近
い
。
東
京
の
方
が

福
岡
出
張
や
札
幌
出
張
を
喜

ぶ
の
は
、
食
べ
物
が
お
い
し

い
か
ら
だ
。
そ
の
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
版
が
ス
ペ
イ
ン
の
サ

ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。

街
に
行
き
た
い
か
ら
で
は
な

く
、
そ
の
街
に
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
き
た
い
が
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
高
所
得

者
の
方
も
い
る
。
最
近
の
富

裕
層
は
、
自
分
の
行
き
た
い

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
か
ら
旅

行
す
る
方
も
い
る
の
で
、
食

の
力
は
観
光
の
強
力
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
る
。
世

界
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ン
キ

ン
グ
ベ
ス
ト
50
の
中
で
、
10

店
舗
近
く
が
ペ
ル
ー
の
リ
マ

に
あ
る
。
ペ
ル
ー
？
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
リ

マ
は
ア
メ
リ
カ
で
も
注
目
さ

れ
る
街
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
岡
の
食
は
国
内
で
高
い

評
価
は
得
て
い
る
も
の
の
、

海
外
で
は
ま
だ
食
の
街
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
持
た
れ
て
い

な
い
。
福
岡
な
ら
ラ
ー
メ
ン

と
い
う
状
況
な
の
で
、
ぜ
ひ

リ
ヨ
ン
や
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
の
よ
う
な
街
に
追
い
つ
き

た
い
と
思
う
。

菓 子 工 業 新 聞 令和元年10月15日第967号 （10）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



原 正紀氏 （株式会社クオリティオブライフ代表取締役）

中小菓子製造業における
働き方改革について

そ
の
⑤

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

　

社
外
活
動
で
は
、
他
社
を

活
用
す
る
ケ
ー
ス
と
、
社
外

の
人
材
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
兼
業
副

業
を
し
て
い
く
人
は
増
え

　

事
例
を
紹
介
す
る
と
、
従

業
員
数
名
の
食
品
会
社
が
独

自
の
ス
ー
プ
を
開
発
し
た
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
い
い
も
の
が

る
。
兼
業
副
業
の
人
を
外
か

ら
招
き
入
れ
、
一
定
の
仕
事

を
し
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
と
、

自
社
に
い
る
優
秀
な
若
手
が

「
辞
め
て
も
っ
と
成
長
企
業

に
行
き
た
い
」
と
言
っ
た
時

「
君
の
専
門
性
の
高
い
仕
事

を
週
３
日
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
。
２
日
は
ほ
か
で
働
い
て

で
き
た
し
、
売
っ
て
い
こ
う

と
し
た
が
、
売
れ
な
い
。
困

っ
て
専
門
家
の
力
を
借
り
た

い
と
な
っ
た
。
大
手
で
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
し
て
い
た
人
が
お
り
、
商

品
の
コ
ス
ト
管
理
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
関
係
ま

で
全
部
で
き
る
、
ま
さ
に
商

品
開
発
の
プ
ロ
で
あ
る
。
こ

の
人
が
行
っ
て
試
食
し
た
。

「
お
い
し
か
っ
た
け
れ
ど
こ

れ
は
売
れ
な
い
だ
ろ
う
。
３

つ
変
え
れ
ば
何
と
か
な
る
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ネ
ー
ミ

ン
グ
、
値
段
設
定
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
実

績
あ
る
プ
ロ
な
の
で
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
簡
単

な
こ
と
く
ら
い
は
自
分
で
行

い
、「
流
通
関
係
に
知
り
合

い
が
い
る
か
ら
一
緒
に
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
ス
ー
パ
ー
や

百
貨
店
に
行
っ
た
。
結
果
、

全
国
チ
ェ
ー
ン
の
定
番
商
品

に
入
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
自

社
単
独
で
で
き
た
だ
ろ
う

か
。
で
き
た
か
も
し
れ
な
い

が
時
間
も
相
当
か
か
る
し
、

コ
ス
ト
も
か
か
る
。
専
門
家

の
力
を
借
り
た
ら
、
一
気
に

で
き
た
。
ま
さ
に
外
部
の
専

門
人
材
の
活
用
方
法
だ
。
そ

の
人
に
社
員
に
な
っ
て
も
ら

う
必
要
は
な
い
。
商
品
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
販
路
の
助
け
が

あ
れ
ば
、
自
社
の
商
品
開
発

で
い
け
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
企
業
の
戦
力

活
用
は
、
従
来
型
の
長
期
雇

用
だ
け
で
は
な
い
。
社
員
も

正
社
員
、
限
定
社
員
と
い
う

パ
タ
ー
ン
で
時
間
や
日
に

ち
、
場
所
、
仕
事
、
な
ど
を

限
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
兼
業
・
副
業
・
複
業
に

加
え
て
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
実
習
生
、

イ
ン
タ
ー
ン
も
あ
る
。
海
外

か
ら
来
た
技
能
実
習
の
優
秀

な
人
材
は
、
ぜ
ひ
日
本
の
メ

ー
カ
ー
で
ど
ん
ど
ん
受
け
入

れ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
り

技
術
を
身
に
付
け
た
人
た
ち

が
現
地
に
進
出
し
て
い
る
日

本
企
業
に
就
職
し
、
重
要
な

戦
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
は
社
外
人
材
。

今
の
と
こ
ろ
派
遣
労
働
者
く

ら
い
だ
が
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

や
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
コ
ン
ト
ラ
タ
ー
）
と
い

っ
て
個
別
に
契
約
を
す
る

人
、
業
務
委
託
や
フ
ェ
ロ
ー

と
い
っ
て
１
回
辞
め
た
人
を

も
う
１
回
Ｏ
Ｂ
で
使
う
会
社

も
増
え
て
い
る
。
あ
と
は
専

門
家
、
士
業
と
い
わ
れ
る
中

小
企
業
診
断
士
や
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
。
最
近
、
増
え

て
き
た
の
は
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー

カ
ー
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け

で
や
り
と
り
す
る
人
だ
。
例

え
ば
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り

た
い
時
、
ク
ラ
ウ
ド
で
コ
ン

ペ
に
出
し
、
一
番
い
い
提
案

を
し
て
、
値
段
が
安
か
っ
た

人
に
頼
む
。
チ
ラ
シ
や
パ
ン

質
問
・
日
本
で
は
信
用
や
信

頼
度
と
い
う
見
方
が
あ
る

が
、欧
米
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

原
・
欧
米
で
の
信
用
と
は
契

約
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

仕
事
を
こ
の
条
件
で
こ
う
い

う
形
で
す
る
、
と
い
う
雇
用

契
約
を
結
び
、
そ
れ
に
沿
う

「
生
涯
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
と
い
う
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
外
部
の
専
門
人
材

は
、
企
業
の
課
題
解
決
を
効

果
的
に
成
し
遂
げ
て
い
る
。

雇
用
契
約
で
は
な
い
顧
問
契

約
や
業
務
委
託
契
約
を
結

ぶ
。
当
社
で
は
月
１
回
来
て

く
れ
る
Ｐ
Ｒ
の
専
門
人
材
と

も
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で

い
る
。
企
業
に
聞
い
た
ら
、

一
番
多
か
っ
た
ニ
ー
ズ
は

「
売
り
上
げ
を
上
げ
た
い
、

販
路
開
拓
し
た
い
、
商
品
開

発
を
し
た
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
し
た
い
」
だ
っ
た
。

２
番
目
は
経
営
企
画
で
、
社

長
の
右
腕
も
し
く
は
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
経
営
企
画
を
一
緒

に
考
え
て
く
れ
る
人
。
３
番

目
は
人
事
で
、
採
用
や
労
務

い
い
」
と
引
き
留
め
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
従
来
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
多
く
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ァ
ー
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
で
あ

る
。
増
え
て
い
る
の
は
ビ
ジ

ネ
ス
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
、
い

ろ
い
ろ
な
会
社
と
契
約
し
て

自
分
の
専
門
性
を
生
か
し
て

い
る
。
ウ
ェ
ブ
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生

産
技
術
、管
理
部
門
の
採
用
、

人
材
育
成
な
ど
で
、
幾
つ
か

の
企
業
と
契
約
し
て
い
る
人

が
増
え
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
私
た
ち
は

フ
レ
ッ
ト
は
安
く
で
き
る

し
、
競
争
す
る
か
ら
一
番
い

い
も
の
が
選
べ
る
。
そ
れ
か

ら
他
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
、
最
後
は
人
間
で
は
な
く

非
・
人
間
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
の

活
用
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
こ

れ
か
ら
の
企
業
の
戦
力
活
用

に
な
っ
て
い
く
。

こ
と
で
信
用
で
き
る
の
が
成

り
立
ち
で
あ
る
。
欧
米
は
多

民
族
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
種

が
い
る
た
め
、
契
約
が
な
い

と
信
頼
が
で
き
づ
ら
い
。
反

面
、
契
約
さ
え
あ
れ
ば
ど
ん

な
人
で
も
受
け
入
れ
、
仕
事

を
す
る
オ
ー
プ
ン
な
社
会
で

あ
る
。
日
本
は
村
社
会
と
言

わ
れ
る
が
、
人
間
関
係
や
お

互
い
の
考
え
方
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
集
団
の
強
さ
を
築
こ

う
と
す
る
組
織
で
あ
る
。
欧

米
を
契
約
型（
ジ
ョ
ブ
型
）社

会
で
、
日
本
は
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
型
社
会
と
い
わ
れ
る
。

家
族
型
経
営
と
い
う
言
い
方

も
あ
る
よ
う
に
「
我
が
社
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」と
い
う
。
だ
か
ら
、社
員

旅
行
な
ど
を
大
事
に
す
る
。

外
国
人
を
雇
お
う
と
思
っ
た

ら
契
約
の
概
念
を
持
つ
。「
我

が
社
の
仲
間
に
な
っ
て
」
だ

け
で
は
不
安
が
ら
れ
る
。
今

の
日
本
は
過
渡
期
で
、
欧
米

の
契
約
型
社
会
に
な
れ
ば
い

い
と
も
思
わ
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
は
村
社
会
的
な
あ
う
ん

の
呼
吸
だ
け
で
は
、
仕
事
を

し
て
い
け
な
い
。
そ
の
バ
ラ

ン
ス
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
う
。

管
理
、
人
材
育
成
。
そ
れ
か
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全
菓
連
で
は
、
全
国
組
合
幹
部
研
修
会
で
原
正
紀

氏
（
株
式
会
社
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
代
表
取
締

役
）
を
講
師
に
迎
え
「
中
小
菓
子
製
造
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

自
社
外
人
材
活
用

戦
略

事
例
・
食
品
製
造

業
×
販
路
開
拓

質
疑
応
答

こ
れ
か
ら
の
企
業

の
戦
力

【
五
勝
手
屋
本
舗
】

　

北
海
道
の
銘
菓
と
聞
く
と

多
く
の
方
は
ミ
ル
ク
や
バ
タ

ー
な
ど
を
使
っ
た
洋
菓
子
系

統
の
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

開
発
よ
り
は
る
か
前
に
全
国

で
も
珍
し
い
羊
羹
が
た
く
さ

ん
作
ら
れ
、
銘
菓
と
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
の
筆
頭
格
が
五
勝

手
屋
羊
羹
で
す
。
丸
い
筒
に

赤
い
レ
ト
ロ
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
特
徴
で
北
海
道
南
部
の
江

差
、
並
び
に
隣
接
す
る
一
大

観
光
地
函
館
で
多
く
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
羊

羹
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名

に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
特
徴
も
あ

り
ま
す
が
、
北
海
道
で
と
れ

る
金
時
豆
を
使
っ
た
明
る
い

朱
色
の
羊
羹
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
、
そ
の
独
特
な
風
味

に
あ
り
ま
す
。
羊
羹
と
い
え

ば
、
ほ
と
ん
ど
が
小
豆
を
使

っ
た
も
の
で
色
は
黒
く
し
っ

か
り
と
し
た
味
わ
い
が
特
徴

で
す
が
、
同
店
の
も
の
は
そ

れ
と
は
一
線
を
画
す
味
わ
い

と
し
て
地
元
の
方
に
支
持
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

歴
史
的
に
も
江
差
は
北
前

船
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
と
て

も
奥
深
く
、
同
店
の
祖
先
は

16
―
17
世
紀
に
か
け
て
江
差

に
移
り
住
ん
で
来
ら
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
後
南
部
藩
の
杣

人
（
そ
ま
び
と
）
で
あ
る
五

花
手
組
と
い
う
人
々
が
豆
の

栽
培
を
行
っ
た
の
が
ル
ー
ツ

だ
そ
う
で
す
。
道
央
や
道
東

な
ど
と
は
異
な
る
文
化
形
成

の
過
程
で
和
菓
子
の
技
術
も

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
北
前
船
が

も
た
ら
す
寒
天
や
砂
糖
を
も

と
に
、
羊
羹
を
始
め
と
す
る

美
味
し
い
お
菓
子
が
誕
生
し

て
い
き
ま
し
た
。
今
で
も
江

差
の
海
岸
に
は
、
そ
の
頃
の

風
情
感
じ
る
佇
ま
い
が
あ
り

ま
す
。
港
に
浮
か
ぶ
幕
末
の

軍
艦
開
陽
丸
や
漁
業
で
知
ら

れ
る
旧
家
な
ど
を
巡
り
な
が

ら
、
羊
羹
を
楽
し
み
に
訪
問

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ち
な
み
に
同
店
の
羊
羹

は
、
丸
い
筒
か
ら
押
し
出
し

て
糸
で
切
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

す
。
同
じ
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
帯
広
の
六
花
亭
さ
ん
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
密
封
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
は
違
い
表
面
が
糖

化
さ
れ
て
、
自
然
に
蓋
が
さ

れ
る
と
い
う
独
特
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
今
で
は
地
球
温

暖
化
で
北
海
道
が
暖
か
く
湿

り
気
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
密
封
包
装
し
な
い
と
品

質
劣
化
の
懸
念
が
あ
る
た

め
、
当
時
の
姿
で
は
販
売
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
合
う
気

候
で
あ
る
北
海
道
な
ら
で
は

の
羊
羹
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。

【42】

尾関 勇

ら
生
産
管
理
や
海
外
展
開
、

経
理
財
務
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
企
業
は
課

題
の
塊
で
あ
る
。
課
題
の
な

い
企
業
は
な
い
の
で
、
解
決

し
よ
う
と
思
っ
た
ら
ス
ポ
ッ

ト
で
外
部
の
力
を
借
り
る
こ

と
は
合
理
的
で
あ
る
。
コ
ス

ト
は
多
少
か
か
る
が
、
そ
の

分
会
社
が
前
進
す
る
な
ら
い

い
投
資
で
あ
る
。
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鮎
菓
子
食
べ
よ
ー
博

教
え
伝
え
る
技

岐　阜
　

岐
阜
市
の
観
光
に
夏
の

夜
、
清
流
長
良
川
で
行
わ
れ

る
鵜
飼
が
あ
り
ま
す
。
篝
火

の
灯
す
水
面
で
鵜
が
と
る
鮎

は
幻
想
的
な
光
景
で
す
。
岐

阜
銘
菓
と
言
え
ば
鮎
菓
子
。

鮎
菓
子
の
美
味
し
さ
を
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
岐

阜
商
工
会
議
所
主
催
、
岐
阜

菓
子
工
業
会
共
催
で
２
０
１

５
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

４
回
目
と
な
っ
た
「
鮎
菓
子

食
べ
よ
ー
博
」
を
１
日
限
り

で
す
が
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
岐
阜
市
内
や
近
郊
の
和

菓
子
屋
が
一
堂
に
出
店
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
鮎
菓
子
は

年
中
通
し
て
販
売
し
て
い
る

店
と
鵜
飼
の
シ
ー
ズ
ン
の
み

販
売
し
て
い
る
店
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
定
番

の
鮎
菓
子
に
限
ら
ず
各
店
が

こ
の
日
の
た
め
に
考
え
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
鮎
菓
子
や
自
慢

の
菓
子
が
一
堂
に
並
び
販
売

を
し
ま
す
。
鮎
菓
子
の
実
演

販
売
か
ら
、
職
人
が
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
を
使
い
教
え
る
鮎

菓
子
教
室
、
店
ご
と
の
鮎
菓

子
を
食
べ
比
べ
す
る
な
ど

年
々
お
客
さ
ん
の
数
も
増
え

つ
つ
賑
わ
う
一
日
で
す
。

　

こ
の
業
界
の
方
々
も
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
於
い
て
講
師
と

し
て
和
洋
菓
子
を
教
え
て
み

え
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
新

た
な
試
み
と
し
て
高
校
で
の

和
菓
子
の
講
師
と
し
て
月
２

回
ほ
ど
授
業
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
市

に
は
高
校
か
ら
製
菓
と
調
理

を
学
ぶ
高
校
が
あ
り
ま
す
。

製
菓
科
は
洋
菓
子
と
和
菓
子

を
学
び
ま
す
が
、
和
菓
子
専

門
の
教
師
は
定
席
し
て
い
な

い
た
め
３
名
の
和
菓
子
屋
の

店
主
が
週
替
わ
り
で
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
人

と
し
て
私
も
和
菓
子
の
基

本
、
包
餡
の
仕
方
、
ヘ
ラ
包

の
仕
方
、
蒸
し
も
の
、
流
し

も
の
、
焼
き
菓
子
、
材
料
の

説
明
な
ど
教
え
て
お
り
ま
す
。

　

初
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

と
き
は
即
答
で
「
や
っ
て
み

ま
す
」
と
は
い
え
ず
、
一
週

間
ほ
ど
返
事
を
ま
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
職
場
体
験
な
ど

で
２
～
３
名
ほ
ど
の
生
徒
に

は
１
、
２
日
の
仕
事
体
験
で

教
え
て
は
お
り
ま
す
が
年
間

を
通
し
て
の
授
業
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
と
自
身
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

毎
日
一
人
で
面
台
に
向
い

仕
事
を
し
て
い
る
私
に
と
っ

て
新
た
な
挑
戦
で
は
あ
り
ま

す
が
引
き
受
け
る
返
事
を
し

て
早
５
年
近
く
教
え
て
お
り

ま
す
。
毎
回
黒
板
に
今
日
の

作
る
製
品
名
と
レ
シ
ピ
が
書

い
て
あ
り
ま
す
が
生
徒
か
ら

ど
ん
な
お
菓
子
だ
ろ
？
な
ん

て
読
む
の
だ
ろ
？
食
べ
た
こ

と
あ
る
？
と
生
徒
同
士
の
声

が
聞
こ
え
ま
す
。
各
テ
ー
ブ

ル
の
一
人
一
人
の
饅
頭
の
包

餡
す
る
指
の
動
か
し
方
、
饅

頭
の
廻
し
方
を
見
て
指
導
し

ま
す
が
半
年
経
て
ば
綺
麗
に

包
餡
を
し
て
い
き
ま
す
。
生

徒
の
声
を
聴
く
と
洋
菓
子
が

好
き
と
多
く
の
生
徒
が
言
い

ま
す
が
、
僕
は
和
菓
子
が
好

き
だ
か
ら
も
っ
と
和
菓
子
を

勉
強
し
て
店
を
開
き
た
い
と

家
が
菓
子
屋
で
な
く
と
も
自

分
の
好
き
な
こ
と
で
目
標
を

し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る
生

徒
も
い
ま
す
。

　

全
国
和
菓
子
甲
子
園
・
貝

印
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
出
場
な

ど
生
徒
は
積
極
的
に
頑
張
っ

て
い
る
学
校
で
す
。

　

今
後
も
次
の
世
代
に
教
え

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

岐
阜
県
菓
子
工
業
組
合
理

事
・
菓
匠　

豊
寿
庵
・
後
藤　

豊
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•
•
•
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鮎
菓
子
食
べ
よ
ー
博

鮎
菓
子
食
べ
よ
ー
博
会
場

高
校
で
の
授
業
風
景

薩摩芋の里

日
本
菓
子
専
門
学
校
　
福
本 

圭
祐 

教
師

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬
の

時
期
を
迎
え
る
「
さ
つ
ま
い

も
」
は
、
季
節
の
甘
味
と
し

て
日
本
で
は
長
年
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
使
い

方
に
よ
っ
て
和
菓
子
に
も
洋

菓
子
に
も
仕
上
が
る
素
材
の

一
つ
。
そ
ん
な
ホ
ク
ホ
ク
と

甘
く
て
美
味
し
い
さ
つ
ま

芋
、
そ
の
主
成
分
は
で
ん
粉

だ
が
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
類
が
豊
富
に
含
ま

れ
、
食
物
繊
維
が
非
常
に
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
皮
に
張

り
が
あ
り
、
均
一
な
色
を
し

て
い
る
の
が
良
い
と
言
わ

れ
、
表
面
に
蜜
が
浮
い
て
固

ま
っ
て
い
る
も
の
は
糖
度
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

傷
や
シ
ミ
、
シ
ワ
が
あ
る
も

の
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
で

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
芋
餡
を

使
っ
た
浮
島
風
生
地
を
カ
ッ

プ
に
絞
っ
て
焼
き
上
げ
ま
し

た
。

【
配
合
】　
約
40
個
分

（
生
地
）

芋
ペ
ー
ス
ト
（
30
％
）

　
　
　
　

…
…
…
６
２
４
ｇ

白
並
餡（
硬
め
）…
２
９
０
ｇ

バ
タ
ー
…
…
…
…
…
…
44
ｇ

全
卵
（
Ｌ
）
…
…
…
…
４
個

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
０
６
ｇ

ト
レ
ハ
…
…
…
…
…
…
60
ｇ

起
泡
性
粉
末
油
脂
…
…
14
ｇ

Ｂ
．
Ｐ
…
…
…
…
…
…
７
ｇ

薄
力
粉
…
…
…
…
…
…
96
ｇ

味
甚
粉
…
…
…
…
…
…
14
ｇ

（
さ
つ
ま
芋
黄
味
餡
）

白
生
餡
…
…
…
…
５
０
０
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
３
０
０
ｇ

ト
レ
ハ
…
…
…
…
…
…
75
ｇ

ハ
ロ
ー
デ
ッ
ク
ス
…
…
25
ｇ

生
卵
黄
…
…
…
…
…
…
１
個

バ
タ
ー
…
…
…
…
…
…
30
ｇ

蜜
漬
け
さ
つ
ま
芋

　
　
　
　

…
…
…
２
５
０
ｇ

※
Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
60
°

※
芋
ペ
ー
ス
ト
…
皮
を
剥
き

約
30
分
蒸
し
て
、
裏
ご
し
た

さ
つ
ま
芋
の
目
方
の
３
割
の

砂
糖
を
加
え
て
練
り
上
げ
た

も
の
。

※
蜜
漬
け
さ
つ
ま
芋
…
サ
イ

の
目
（
約
１
㎝
角
）
に
カ
ッ

ト
し
た
さ
つ
ま
芋
を
蒸
し
上

げ
、
Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
40
の
蜜
に
漬

込
ん
だ
も
の
。

【
工
程
】

❶
芋
ペ
ー
ス
ト
と
白
並
餡
を

混
ぜ
、
溶
か
し
バ
タ
ー
を
加

え
る
。

❷
卵
を
卵
黄
と
卵
白
に
分

け
、
裏
ご
し
し
た
卵
黄
を
①

に
加
え
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❸
卵
白
を
軽
く
泡
立
て
、
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
、
ト
レ
ハ
、
起

泡
性
粉
末
油
脂
を
加
え
メ
レ

ン
ゲ
を
作
る
。
※
イ
タ
リ
ア

ン
メ
レ
ン
ゲ
の
よ
う
な
状
態

に
な
る
ま
で
泡
立
て
る
。

❹
②
に
③
の
約
半
量
を
加
え

混
ぜ
合
わ
せ
薄
力
粉
、
味
甚

粉
、Ｂ
．
Ｐ
を
加
え
混
ぜ
る
。

❺
最
後
に
残
り
の
メ
レ
ン
ゲ

を
加
え
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❻
カ
ッ
プ
に
底
に
な
る
部
分

約
５
ｇ
を
絞
り
中
餡
９
ｇ
を

置
い
て
、
そ
の
上
か
ら
餡
が

か
く
れ
る
よ
う
に
生
地
約
26

ｇ
を
絞
る
。
※
星
口
金
８
番

❼
キ
ャ
ラ
メ
ル
チ
ッ
プ
を
振

り
か
け
オ
ー
ブ
ン
で
焼
成
す

る
。

★
焼
成
温
度
２
２
０
／
１
７

０
℃

★
約
16
～
17
分
で
焼
成

❽
焼
成
後
、
み
り
ん
を
ハ
ケ

塗
り
し
て
仕
上
げ
る
。

☆
キ
ャ
ラ
メ
ル
チ
ッ
プ
…
キ

ャ
ラ
メ
ル
味
の
キ
ャ
ン
デ
ィ

チ
ッ
プ
【
仙
波
糖
化
工
業
㈱

扱
い
】

☆
起
泡
性
粉
末
油
脂
…
マ
ジ

カ
ル
ケ
ー
キ
【
ミ
ヨ
シ
油
脂

㈱
扱
い
】
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薩
摩
芋
の
里 
（
仮
称
）

購読をご希望の方は全国菓子工業組
合連合会宛て電話か FAX若しくは
メールでお申し込みくださいますよ
うお願い致します。
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